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昔話 どい うのは、 単に 昔め 話 どか、 ホい 話 どかでは なく、 ホく から ロから 巧へ、 親から 

モ へどい う 工合に ロで 語り継いで 来た 語で、 しかを 特 削の 形式を もっている 話で、 富曽亀 

地区では 「ム ヵシ」 ど 言って いる。 「ム ヵシ」 どは、 「昔みったてんが^:<>」で 昔話 の 第 一 

■ 

巧が 始まる ので、 この 昔話の 「ム 々シ」 でみ る。 昔話を ニ 育う こどを 「ムヵ シヲ スタが」 ど 
ニ ちって い 去。 

昔話の お ま 

富营 亀では、 最初の 第一 巧は、 昔 あった げろ。 昔 あった てんかな。 昔 あった. っ わ。 化 日 
あったて や。 又は これを 略して、 あった げろ、 あった てんかな 、あったつ わ、 あったて や 
ど 言う •何れも 昔 あった どい う惠 で、 噓 かほん どうかは ども 角 も、 をう いう 風 じ 昔から ミ 
えてい る どい うこと を 示して いる。 

次 じ 中間の 語り 方 じは、 昔 あった どい うこ ど だ、 あったを うだを 示す 意 巧で、 げろ、 つ 
わ、 て や、 てんか 、 なでの 語を つける。 

終 巧 どして、 これで 終った V」 いう 意味で かの ょうじ ニ 育う。 


7. 昔 話 


いきが さけた。 いきか ボ—ン 。いきが 米— ンど さけた。 いき^ぶ らん ど さがつ た。 いき 
がぶ らん ど さけた。 いきか ぼつ こり。 いちがぶ らん ど さけた。 いちがぶ らん ど さがつ た。 
いもが ぼつ こりさけ た。 いちが ぼつ こり。 いちが さけた。 

これは 「一期が 弊え た」 の 意 ホで、 一期 即ち 物語の 人物 ご 生が を樂 に 栄えた こどで、 

つまり、 J ツピィ .エンドで あつたの である。 

富曽亀 地区の 一 いちが さけた」 なでの これら 一達の 終 句の わさめ ホは、 「一期が 栄えた 
のな まりで、 をの 崩れた がで ある こどは 明らかで ある。 古志の 山村では 「いつち ごさつ か 
い 中した」 なで ど 言う どころ が 多く、 が々 の 言いで を 比較して みる ど、 はつ きりみる。 富 
营薦 のこれ だけの 言い方を 比較しても、 「いもが さけた」 は 「いち (ご： > は さか (え 心た」 
の 変化で ある こどが 判然 どず る。 富曽 亀で この 様 じ 各種の 語り 方の ある こどは、 時代 ピ 共 
じを の もどの 意 ホが 忘れられ、 時代の 変遷で 変り、 义 、特に 通婚で 村內婚 からが 外婚 への 
が 張、 を 通の 進歩に ょる 文化のを 流な どで、 移り 変り がを つて 今日に をんだ こどであろう。 

かに 聞き手は 黙って きいて いるので はなく、 必ず 相 楠を 合わせて、 聞き手 も 相の手の 言 
葉を はさんで、 語り手 ど 聞き手で つくり 出す 一種 特別な 零閒 気の 中に、 昔話が 進行され る。 
聞き手は 普通 「サンス ヶ」 ど 語り手の 語屢じ 巧して 合 礎を うつ。 「サンス ヶ」 どは、 をう 
です わ、 をう だろう、 ど、， う窟 ホで ある。 
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が’ 、 


is 


但し、 いつを 同じ 請で 飽きて 面白くない 時な では、 つまり 話の アツ タゾ カエ シ などは、 
昔話を こわず 意味で、 かの ように 言う。 

さんすけ バラ バラ 鹿 こいた。 さんず け バラ バラ 米 倭。 さんず け バラ バラ ホ慶チ ー す！ がま 


い 出る。 さんすけ バラ バラ 行燈け やせば チ！ チ] がまい 出る。 さんず け バラ バラ 米 ダラ S 
猶 、銭 だら 一二 文。  • 
昔話を 語る のを さける 時 

子供に、 ムヵシ 、ム ヵシど せがまれて 面倒臭い 時 や、 もう 請 切れに なった 時には、 かの 
如き 言葉で もめる。 

0 普は なけた、 この おはは げた、 

0 昔は 如けた、 この 化は はげた、 今が； K- がき •どんの 頭は はげた 
また 「きりなし 話」 を するど、 子供 もい やにな つて 聞く のをと めて しまう。 

昔話の 禁忌 

0 ヒがム ヵシを 語る ど 鼠が 頭に 小便 かける。 どを えて 来た。 唇 間 昔を 語る のは 禁物で、 語 
る ど 鼠が 小便を かける どい うので ある。 つまり、 昔話は 本み、 巧、 語るべき もので あっ 
たこ どを 示して いる。 

た、 昔話は 普段 語るべき ものでは なく、 「話は 庚申の 晩」 の該 もを るょう に、 正月 や 
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を や 節句な での モン ブに 語るべき ものであった らしい。 トシ トリ どか、 盈のわ 花 切り ど 
か、 彼岸 巧 子 どか、 正月 餅 どか、 節句な どに 闡 係した 話の 多い こどは、 この 專を 暗示し 
ている ようじ 思われ  る >レ ろ も、 古老に きいても、 昔話は 正 巧 じこを 最も 語り、 また 聞 
くべき ものであった らしい。 この こどは、 正月の 特に 小正月に 於け る 農の 予 祝儀ん の 時 
に、 トシ.' ヵン サマ じ、 即ち 旧の 神様に 聞かせ 申して、 神様を 喜ばし、 其の 年の 稲作の 豊 
作を 祈願 するどい う ホ‘ い 信仰が 遠い昔 じあった のでは なかろう かどい う 巧 象が あるよう 
じ 思われる。 

昔話は、 本来 的 じは 大人の 世界の ものであって 、子供の 寝物語り や、 正月 じがけ る 単なる ト 
娛 楽ではなかった らしい。  "I" 
昔話の 意義 

昔話は、 いつ、 誰が 作った のかは 不明で あるが、 昔話が を 在ず る じは 存在す る だけの 最 
初の 意義 ど 動 磯が あった こどで あろうが、 長い間に はまた 様々 のを 化の あった こどで あろ 
う。 どに わく 何時から か、 昔話は 前代 生活に がける 娛筵 どなり、 また 民間の 教育 手段の 一 
つであった こ V 一は 壺睾 でる る。 父 も 母 も、 祖父 も 祖母 も、 をの 先き の 昔の 人たち も、 みん 
な 普 話を きいて 成長し、 また 大人 じな ってを 語り、 をして 聞いた。 昔話の ホには、 昔の 人 
のしき たり や、 日頃の 生を の 仕方なでの、 古い 考え方な でが 多くは いってい るので、 材の 


古い 姿の 研究には 大切な 手がかり どなります。 を こで、 出来るだけ 多く、 富 曽窜の 昔から 
伝えて 来た 話を 集めたい ど 着手した のでず が、 ここに 六十 一 話 ばかり 一応 載せる こどに し 
ました。 もっ ど 聞いたら 恐らく 巧 一 訊は 出る ど 思っ ています。 ここに 集めた 話は 大み 崩れて 
いるの もみる ようです が、 昔の 素朴な 形を 伝えて いるの もあります。 

現 巧に 昔話が 急速に 消えて いく 時で ず。 これまで じ も 多くの 昔話が 消えて いったで しよ 
うし、 また、 をの 原が も 崩れて 来た こどで しよう。 現在は 特に 消滅の 費が 激しい。 大 が、 
昔の ように 語り もしなければ、 錦き もしない。 ずで じ 子供が 本を 読 わ こどを 知ってい るか 
ら 、このような 口承 文芸もう すれて 行く ばかりです。 昔話を なって いる 一人の 古老が この 
世を 去れば、 永久 じ 多くの 昔 語を 消滅して いくので ず。 をれ で、 私 も 昔話の 採集を 急いだ 
のでず が、 ホ だ じ 所期の 成棠を るげ る こどが 化 来ませんでした。 私の 知る 限りでは、 駕貝 
和の 勘 左 ユ 門の お婆さん どい う 人が、 富营幫 一では 無類の 語り手であって、 私に 語って くれ 
る 昔 請を 毎晚 数えて 感 たらち な 上は ある どい うこ どなので、 喜んで 聞 書を どり 始めた が、 
時ず でに わを く、 病気 中であって をの 十 幾つを 語った だけで、 この 世を まられ たのは、 私 
じどつ ては まこ どじ 悲し くもなつ かしい 思い出で ある。 

どじ かく 多くの 古老たち の 語った 話. を、 出来るだけ をの 語っ たかま まじ、 聞 書を どった 
っもりて ある。 
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> 庶 農の 釣 ‘ 

昔、 あった てんがな。' 八か^ ど 狐が あった てんがな。 わ わすが 毎日 W で 魚を どっ で 煮て 
くて いたてん がな。 

或る日、 狐が、 「i か^どん 、いか^' どん、 いたか。」 ど 言うて 遊び じ 来た。 「わ]。 いわ 
まあ 寄れ や 3 どか わす か 答えた。 をう して 狐は かわずの どこで、 魚を さんざ ごっつ もじな 
って 帰る 時、 「こんだ は槪 どこへ 遊びに 来て くれ、 俺が ごヴク がを する 3 ど 言うた てんろ 
な。 

を こで！^ か、 一い が 狐の どころ、 或る 晚 出かけて 巧った。 「狐 でん、 狐 でん、 いたろ^ ど 言 
うても 一向 じあ 蕾がない。 是るど 狐は 外に 突った って 天上 ばっかり 话て 知らん ふりして し 
るてん かな。 いくら 何を 一 育うても あ 事を しないん だが、 仕すな く 家へ 帰って、 魚を 煮て く 
ている どこる、 狐が やって来た。 「.さっきな た、 せっわく をて 實 ったが、 あいにくで 上 守 
りが あたって いたので、 返事が 出来んで 中し 訳がなかった。 今度 こを は ごっつ わを ずる か 
らおて くれ！ 一く、 また かわす の 魚を 腹 一 ばい 食べて 帰った。 

八^す がまた 狐の どこに 巧って、 「狐 どん、 狐 どんい どい くら 一 育うても 嚴專 ろない。 今 
度は 婉 組みして 地べた ばっ か 愚て 知らん 類して いる てんがな。 化 方かない ので 家へ 帰って 
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魚を 食て いる どころ 、祗が やって来た。 をう して また 中の 魚を ムシ ャ ムシ ャ どごっ 
つ わにな った。 「かわす Vj ん 、さっきは せっかく 来ても ろた： 申し訳がない。 あいじく 
ど 地 守りが あたって いたので、' お 萬 も 何も 出来なかった^ どき 〔うて、 かわす をたら かした。 
をう して  「わわず' どん、 魚て や、 でう して どる もんだ」 ど 聞いた てんかな。 かっす ま、 
よっ し この 孤め 今度は 條 かたまら かしてく っず ど 思うて、 「しみた 晚 に、 古 草鞋を を 
尾に っけ 了 ぃへ さげて わけば 訳がない、 魚は いっ ぱい どれる 3 どき かした てんか.；：；： b， 

を こで 狐は 巧の けの いい、 しみた 娩 じ、 W 端へ 行って 苗 わらん じを 馬 尾に っけて 川の 
中に 入れて さげて いた*® 寒い 晚 で、 川 か 水が こわって、 キッン キッン ど 馬 尾を 引っぱる の 
で これは いいあん ばいだ、 魚 かか かりは ねた ど暮ん でいた てんかな。 

一晚中 待って いる 中に、 シラ シラ ど 巧 か 明けて きた 「これは まあ 巧 か 明けた か、 魚 もい 
っば 0 どれた こどたろう、 屁 尾を あげ ましょう ど 思って、 ひっぱる が 規韋は W の 水 ど 一所 
じこ わっ てし まって 化れ ない。 カー ばいに 引っぱる が のげ ない っ 

「ね ホ こんこん ずっ こんこん、 をう をう のこんで.、 のげ て くれ」 ど 言って、 大 汗をかい 
て 引っ ばって いる 中に、 子供たち：^ しん ばち 「しみわたり」 をして いる 声が きこえて くる 
「しんぱち、 しよう や 

しょうや のか かか 
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寝て て アッ パ こいて 

宿の 力 力に かんずけ た」 V しんぱち の 巧を うたつ て、 こつち のでを やつて くる。 化 ま 
もう 気 か 気で ない。 をの 中に I 人の 男っ 子が 見つけて 「狐が いた、 狐 かいた」 ど 言うて、 

^ 子供が 寄って たかって 来た。 了 度、 を こへ く， ホ 崖が 来て、 「なら、 この 狐を 売って くれ」 
ど 言うて、 子供に 銭を くれて、 狐を 逃 かして くれた ど。 いきが ボ —ン。 

V 馬鹿 智 

普、、.； もろた で や、 或る どこに、 二人の 馬鹿 聋が あったて や。 かかの 家へ 二人で 呼ばれて 
行った て や。 が 糖を ごっつ わに 出された ので、 一人の 馬鹿 聲は 、うまて、 うまて、 もっ ど 
なめた て、 でう 仕様を なかっ たて や。 

そこで 巧に なって 家の もんが 寝てから、 こっを り 棚 探しを したれば、 砂糖が めが 是寸か 
ったて や。 ぇめの ホに 手を つつ こんで なめてい たでる、 まだろ つ こなつ て、 かめの 中こ頌 
つっこんで .4 なめていた。 をの 中に 頭を のごう どした が、 頭の 毛が 砂糖に くっついて、 ど 
うして をのげ ないて や。 さ —— て、 晒つ たこ どに なつた わい、 ど 思案して いる 中に、 誰か 
人の くる 音が する ので、 七ン チンの すみつ くらに 行つ てす くだ まつて、 ィ たてを。 を こへ を 
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う I 人の 馬鹿 寶が 七ン チンに やって来て 用を すまして、 おを ぬぐう もんが G いので、 何 か 
ないか ど、 を こらを 探し たれば、 傍に ぶが るった ので、 をの おで おを ぬぐうて ゴ ー ンどお 
を 投げた て や。 をのぶ が 馬鹿 聋の かぶって いた 砂猜 がめ じあ なって グ チャン ど 割れた て や 
を こで、 

「誰 だ、 •俺 じあを ぶっつ けたのは。」 

「いや どうも、 俺 だ。 馬を ぬぐう をん がない のでぶ でぬ ぐうて 投げた だけ だ。 この こど 
は 人に 青わんでくれ。」 

「をう かい、 るを いい どら。 お前の 專は人 じ 言わん。 をの 代り 俺が 砂糖が めを かぶった 專 
も 章 〔わんでくれ ょ。」 

塞 日、 鶴 導の 請が 出て、 馬鹿 聲の 一人が、 いい 気になって 話して いたて や。 をう するど 
をう 一人の 馬鹿. 聲か 、こって いあって 

「こら。 あれ ほで、 かめを 言うな 言うな ど狗莱 したのに、 條か 砂糖が めを かふっ たのを、 
何で 言うた。 お前 だって、 セン チンへ 来てから に、 馬を ふくもん がない ので、 ぶで ふいた 
ねか や。」 ど 言うた て や。 X キ かお— ンど さがつ た。 
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/ 3 馬鹿 聲ど ケイ モチ 

..  普、 をった つ わ。 馬鹿 が 力 力のを によ ばれて 巧った J 力 力の 里では、 家の もんが モ供 

- をぶ 一力 イモ チを して ゴッッ ホして いられる。 馬鹿 は カイ モ チを 知らん ので 背て いた。 

_ 

をみ 中 じ 背中の 子供が、 われ じを ホイ モ チを くれ ど 言うたら、 「何 言うて る、 これは ホッ 
ゲッケ だ。 (おっかな いもん 心 食わる もんでは ない 3 ど 家の もんが きかせて いらっ る • 

馬鹿 聲は 、なる ほで、 これが ホッケ ッケ か、 ごんけ の もっ みない もんたろう どんっ々 心 
がって 聞いて いたつ わ。 

をの 中 じ カイ モ チが 扭 来たので、 「むこ でん、 さあ、 くて くらつ しやれ^ どい くらす す 
めら れて も、 わっ かなが って、 いらん、 いらん ど！ 陳 つかり、 でう しても 食わう どし ない。 
そうせば ±璋 に 一重 箱を 家へ 持って行って くらっ しやれ ど、 風 召 敷 じ 包んで あつ けられた 
。焉鹿 聲は仕 ザな く 樽 一本 借りて、 おの うらった まじ 重箱を いつけて、 をれ を かつね て 帰 
った •途 ホで な pr を またぐ どて、 ひよ いど どんだら、 掉 .のうら の 重箱がず ってき て、 首っ 
たまへ ミ がって 来た。 いよいよ、 ホッケ ッ- がし かかって 来た。 これは 大巧 だ ど 重箱を 投 
げて 家へ 帰った。 家へ 帰る ど 婆 さがを で 何 ゴッッ ォ をして くれられた どきろ ゎたので  こ 
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うこうい う 訳 だ" 話した。 蔡 さは 「をれ やまた 何て こんだ。 をれ は カィ モチィ V いう もんだ 
はや、 重箱を とり じ 行っ てこい」 ど 章 〔うた • 

•さつきの な 川の どこへ どり に 行っ たれば、 重箱の 蓋から、 カィ モ チの 白い どこか かていた 
たので、 「ォツ ヶツヶ かを って 白い 齒 をして 條を にらんで いる」 ど 言う 广 逃げ ご 来た ど。 
いきが ポ—ン ど さけた。  ’ 

^ 馬鹿 寶ど进 子 

昔、 るった てんがね ぇ。 巧 鹿聋か 嫁の 里に ょばれて 行った。 嫁のを ではが 子を して 食わ 
せられた。 あんまりう まいので 馬鹿 聋は 馬鹿を いを した 上、 家へ 帰っ たらこし らいて もら 
って また 食わう ど 思って、 これは 何て もんだ ど 聞いて、 团子ピ ど わかった。 

家へ 帰る 辟、 をれ ては 大黎だ ご、 道道 「团子 团モ团 手」 ど 言いな から 帰った。 道中で な 
りろ あったので  「あ  へット 3 サ」 ど 一一ち うて またいだら、 团 子を 忘れて、 今を は 「へッ 
トコへ ツ トコへ ッ トコ」 ど 胃いながら 帰っ た。 

家へ 帰って くる ど、 婆 さが 「嫁のを では、 でんげ な ゴッッ ォが あった か」 どき かれた の 
で 「ヘクト コ をして を わせられ ご ど 言うた。 婆 さが、 「へッ トコな みて もんょ. i’」 
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7. 昔話 


どい うた ひ 

「いや、 ほんとう じあら し。 俺が いっぱ いこと をて 来たがん じ以ど 言うたら、 ョロ プチで 
火を V 、 ていじ 攀 さが あって、 「この 馬鹿め が」 ど ヵギサ マを 馬鹿 寶の ひたい っら じぶっ 
つけた。 をう したら 壤 さが：. 一 r お前が あんまり 馬鹿 だから、 をれ をろ、 囲 子の ような 瘤 •か 
出来た ねか。」 ど 一一巧 うた。 馬鹿 聋 は、 「をれ、 をれ、 その 団子て がを して 食わ 甘ら れ たが 
だ。」 ど、 やっと 気がついて 言うた て パ.‘ な。 いきが ボコ 9 ど さがった。 

/ b 馬鹿 聋 どが 縫 

营 ぁ っ たて や。 馬鹿 寶が 嫁の 家に よばれて 巧く こどに なった。 親壤 さが、 「よばれて 巧 
ったら、 ぎようを うよく  (行儀よ く： > している もん だれ。 人の ずる こどを よくを て、 をの 
舌り- る もんだ。」 ど、 よく 言いき 力した 

馬鹿 聲が 行く ど、 「さあ、 よく 来て くらした、 まあ、 が键 じあた ってく ちっし や 0 」 
ど 5 れ たか、 馬鹿 聲 はよ をの 家の 炬 f いう ものの あたり 方を 知らないので 、で， っして 
あたむ ばいい かわからない だんが、 「あい」 ビま ロうて、 感 ていた。 を こへ 補る 一巧き て 
馆键 のこっ ちべ こ^ら 入っ たかと 思う と あっちべ たへ ッが ンク」 出て、 でっかへ 巧って しも 
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た。 馬鹿 聋 は、 なる はで、 これが 巧 縛の あたりす わ、 俺 も 猫の 誇が を レよ〜 ど 思 i た。 
聲の 巧团を まくって、 こつ もべ たから 頭を 入れて、 やっ どこで あつちべ たへ 拔 けがよう ピ 
して 着物に 火を つけて、 大骚 ぎを したてや。 いきか ブランと さがった。 

6 馬鹿 聲ど せいふろ 

昔、 みった てんがな。 力 力のを じよ ばれて 行く 時、 親 婆 さ 「よその 家に 巧ったら ば 
ぎようを うよくし ている もん だれ。 まん まを た 後は、 茶わんに 湯を 入れて がわ もんだ。 湯 
が 熱い 時は コウ コウ 一 がれを 入れて、 茶わんを なでて が^もん だ。」 どよ くき かした。 

々力の 家へ 行っ たら、 「さあ、 よく 来て くらした、 先ず 潜へ 乂 って くらっ しやい。」 
ど 一一 育 われた。 馬鹿 聋は 「お湯は まんまくた. 後でい い。」 ど 言うた が、 どうで も ホ じ 入れ ど 
養われた ので、 せいふろ に 入る こど じな った。 

せいふろ がみし あつい ので、 ユウ ゴ ウ I 本 くれ  < 言うて もらった 。せ、， ふろの 易を、 ザ 
ボザボ どかき まわして は、 コウ コウを あくん どかみ、 ザ ボザボ どかき まわして はあくん ど 
かる、 どうどう 、せいふろ の 湯を みんな 飲んで しもた。 いきか お— ンど さがっ 一，。 
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昔、 みった てんがな。 或る わ 寺 じ カイ モ チの 大好きな お尙 がいた ど。 和尙は カイ モ チを 
檀家から をら ってく る ど、 小僧には 吳れ ホに いつも 自分 ばっ かで 食べて いた。 

或る日の こど、 お尙 はまた カイ モ チを 賞っ て 来て うまを うじ 食べて 残りを 戸棚に しま っ 
て 佩 家へ 出かけた。 

留守居を していた 小僧は をの カイ モ チが 贊 いたくて たまらない。 あっ 七 こ っちを 探して 
カイ モ チを 哥 つけて 盗んで 食て しまった 。さてお 尙が 帰って こられたら 何 どし ょうどて を 
ぇていた が、 こり やい い專が あると、 本堂の 金仏の ロに アンコを 塗りた くって わいた てん 
.がな。 

をの 中 じ お尙が 帰って来て、 戸棚の カイ モ チを 食べょう どしたら、 皿には 
。を こで これは 小僧が 盗んだ ど 思って、 

「小僧、 小僧 や、 ここへ 来い」 

「 ：」 

「お前 だろ、 カイ モ チを 食べた のは。」 


つもない ど 


親 

捨 

ill 


-28  2— 


皆殺しと 半殺し 

昔 あったて や。 或る 家に 旅人が 泊った。 そこん 家の 婆 さど 姉が 話して いたて や。 「、こ、 ん 
にやの わを には 何したら いい。」 「をう だな、 みなごろし か、 はんごろ」 でもした らいい。 
」 旅人は これを きいて、 これ や大愛 だ、 殺されて たまる もんか ど、 早速 逃げ出して しもた 
ど。 みなごろしは 餅の こどで、 はんごろし はかい 餅の こどで、 飯 おのつ ぶし かたで そうい 
うがんだ。 いきは ポ—ン ど さがった。 


昔， あったて や。 或る どころ に 孝な 息す かあって、 壤 さか 山へ 捨てられる 年頃に なった 
ので、 なき おき 窺を ぶて 山へ 行った。 巧く 途中、 婆 さは 息子 じばれ ながら、 胡が を I つか 
み 持って いて、 それを ばらばら 撒いて いた。 息子が 不思議に 思うて 聞いたら、 婆 さは、 わ 
らは をう 山へ 捨てられて しもう か、 もし われに 会いたい 時には、 このが 麻の ずを たょりに 
くるょう じ、 お前の ために 撒いて わくの だ ど 言うた。 息子は をれ を 聞く ど、 舉 さを 山じ捨 
てるこ どか W 来ないで、 家へ ぶて 来て 慮して わいた て や。 


或る 年、 驟模 から 巧の 繩を 持って来 たも のじを 美を くれる と 一 拜い齿 された。 息子は を さ 
にきいたら、 繩 じ 婿を かけて 然 やせば 訳の ない こご だど霄 ，った。 をの 通り 巧の 繩 ミっ て賊 
康に 出したら、 こって い 褒美を もらっ て、 訳を 嚴様 じき かれた ので 話したら、 をれ からは 
年寄 0 を 山 じすて ない こどに なった。 いきが お I ンど さかった。 

け テン 米 3 キ くらべ 

を、 ぁった ミが な ぁ。 上 州 ど 越後 じテソ •ホ； がいた。 でク ちが 偉い*^ 、テンポ ブネ 
くらべを する ことにな った。 を こで 先 ホ 上 州の テン ボコキ が 越後に 来る こどに なった。 道 
をき き^き、 銭 後の テン お コ キ のをんで いる ォ トシが じ 着いた。 をの 家 じ 巧く ど、 子供が 
二人 外で 應ん でいた。 

「なら、 ぶら、 ツ アツ アど カツ々 ア はいらつ るか」 

「ン ねえ、 いらん ねえ」 

寺； 「をぅ かい。 ッ アッ アは で こへ 巧 われた や。」  - 

昔 I 「ッァ ッァは 天を か 破れた ので、 蚕の お 千 枚、 風の あ 千が をって、 天ず をな わし じ 巧 力れ 

7J  た 0 」 
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「をう かい。 ヵツ ヵア は」 

「力 ッヵ ァ は彌彦山が傾：^^ ったので、 ォザ ラニーネ持 って、 彌寒山ををしに巧かれた。 」 
「そうかい。 それは はつめい のこと だ。 ぞ ころで、 この間の 苗で、 を 良の ホ 的 様の 釣 巧が 
吹き飛んで こな かク たかい。」 

「そう 一淳ぇば 、お 場の 蜘蛛の ヤク じひっ かかって、 プブ チヤ ラして いたっ け か、 でうな 
たかいな。」 

± 州の テン 朱 3 キは 、これは 子供ながら、 いい 加が のか ピ れいど 驚いた。 

子供 か媒を いぢっ でいた ので、 

「なら、 なら、 みで 何す る や。」 

「わら、 天空の 柿を をが し*」 ど 一 育っ た。 

止 かの テン お 3 キ は、 子供 さぇ も、 こんなので あるから、 このを の テソ水 3 キ は、 もっ 
どゴゥ ♦キな 奴 じが 達ない。 これでは、 どても かなわん。 ど 思って、 越後の チン •ホ 3 キ じは 
会わないで、 ホ わて て 上 州へ 逸げ 帰った。 

ィチが ボッコり。 
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昔、 あったて や。 

ある どころ に 馬鹿 誉が あったて や。 かかの 里に よばれて 行った。 行く 時 じ、 攀 さから、 「 
わ i 目は よを の 家へ いったら、 巧 儀よ くす る もんだ。 人の する こどを よく まねせば、 まもが 
いかない。」 

ろかの 家 じよ ばれて い、 ったら、 せいふろ じは いってを がる ど、 その後で 別の 人が よ、 っ 

た。 をの 人は、 黒い つぎで つくった 綠 袋で 顔を 洗ったり、 手を こすっ たりして いる。 「； 

る ほで、 よを の 家て や、 黒い もんで 類を なでる もんか、 いや わ わった」 ど 思って 嵩て いた 
ど 0 

をの ホに々 飯、 になって、 あんころ 餅が 出た て や。 をの 新い あんころ 餅を つかんで、 顔を 
ぬったり、 手を こ. すっ たりした。 をぅ したれば、 かかの 畢の ホる、 みきれ あって、 こんな 
馬鹿に 巧 愛い 娘を やって わかれん ど、 娘を も* yj した。 いきが ポ！ ンど さかつ こ。 
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「いいえ、 私な 獲べ ません」 

「いや お前が 食べ だいで 誰が 食； る。. 一 

「をう 言えば、 さっきな がた 本堂 八 ホで、 をな をが しました。」 

小僧は 本堂へ 来て 

「和尙 さん、 和尙 さん、 力 X モチ 泥棒は ここにい ました。 この 金仏 様です。」 

「何、 馬鹿 言うな。」 

「いや、 ほんどうの こどです。 金仏の ロに アンコが ついています がな。」 

「でら。 ほんど だ、 この お 棒め」 ど 和 暗は 赛を もって 来て 腹 立 七 まぎれに 金仏 綠を たたき 
つけた。 をう するど 金仏 壌は クヮン  クヮン ど 鳴る てんかな っ巧尙 はこれ をき いて、 

「小僧、 金仏は をわん 贊 わん ど 言うて いるぇ、 ム かしい ぞ。」 

「お尙 さん、 貪わん ど 一青うても、 ロ ばた に アンコ かついて いる。 哪惰な 金仏 だの。 そんげ 
の 誰鄉が あって、 しかを いくらた たかれても おわん、 をわん では。 をれ ならばい い 事が あ 
ります。 今 夢は 水攻め じし ましょう。 道め 池の 亩 じなり をん つ 水を めじしたら、 いくら 剛 
惰 でも 白状す る じ 相違ありません。」 

ど 言い 乍ら 金仏 壌を 池の’ 巧に 投げ込んだ てんかな。 金仏 様は ホが を っげ。 ので、 中へ 水 
か 入つ て，. クッタ  クッタ ど 音を 出して なんだ ど。 ィチ ャ水ッ コリ。 
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昔 あったて をな。 f 村に 猿 ど ふ— がいた てんがな。 山の 下の がから、 巧 月 餅を 鶴 
くを うきこえ てく る。 赖は 正月 餅が 食いたくて たまらな いんだが、 ふき 蜂 ど 相談した ど。 
ふき 蜂 •は？ 芝 泣き声 のまね をして 并 戸の 中 じ わ ち る。 をの こまに 累正 —ろう 
こ， っ こどに 相談. 4 まとまっ たてんが な。 そこで 猿 ど ふき 捶 は、 村の 家へ 正月 餅を どり じ 
出力け た ふき 雜か ホん 巧の なき 声の まねを して、 才ザ ャァォ がャァ どないて 、バッチ ャ 
ンど 井戸の 中 じ わち てたん がな。 を この 家では、 をり や ホん 巧' か 井戸に をち た、 これは 大 
が だ、 ど 餅つ くのを やめて、 ホん 巧を 勘け る どて 大 さわぎに なつた。 をめ こま じ、 猿は 白 
ぐちら 餅を 盗んで、 山の 天よ へ 来て、 ふき 盛の くるのを 待って いたど。 

そこの 家では ホん 巧が 巧ん どうに 并 戸の 中 じ 落ちた かど、 本気 じ なって あげてみ たら ば 
ふき 掉 たった ので、 この かめ、 人を たら かして ど、 さんざんに いじめられて、： どこ 猿 
巧 どこへ 逃げて 来た てんがな。  . 

そこで 猿 ど ふき 睹は 、さてさて この 正月 餅を 二人で 食う にはで うしょう かど 相談した て 
ん ろな。 猿は こんげ にうまげ な 餅を ふき 蜂に々 けて くれる のが あったら もんで 公う 仕 菜 も 
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ない。 自み 一人で 食いたくて たまらない 。そこで 山の 上から 餅を 入れに 曰を こ'^ しで、 七 
曰に っいていった もんの 取った が もじ 食わう どい うこ どじ G った。 を わして 山の 上から、 
饼の 入っ ている 曰を コロコロ ところがした てんがな。 ふき 蛙は パック ラ パツ タラ どづい 
て 行った。 猿は でん ピん どっ いて 行った。 白は コロコロ ど だんだん 早く ころ •かって 巧く。 
猿を 早い ので どん でん ど 追いっい •て 行く。 ふき 魅は、 パッ タラ  ブ夕ラ ど わくれ てっい 
て 行った。 ところが 途 ホで B の 中の# が ころがり 曲て、 ロっ じの 力 ♦フッ に 引っ かかつた て 
ん かな。 猿は それを 知ら 中に •どん でん 日に っいて 斤った てんかな。 後から 来た ふき おは、 
大喜びで っっじの 粮っ こで、 をの 正月 餅を をて いたてん がな。 猿は 白に っいて 山の 下まで 
巧って はを たがを 白な ので、 あわくて 戾 って 来た ど。 を わし たれば ふき 蛙が っっじの 根っ 
こで、 正月 餅を うまを うにして 貧て いて、 餅 かっっ じの 枝から たれ 下っ ている てんがな。 
そこで 猿は、 

ふく でん、 ふく でん、 下った でから 食われ も。」 と言うたら、 ふき 蛇は 
「下った 方から 食わう どら、 上った 方から 食わう とも、 ふくが もんは ふくの 巧き だ。」 ど 
言うた てんがな。 ィキが ポ コリ ど 下った。 
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7. 昔話 


4 


、 きりなし 話 上 ス詣り  .‘ 

I. . • - 

昔、 あった ッァ 。ヘン ビどザ エ^が 上タ詣 りを した d ヘン ビが ダ} ッど ずる ど、 ゾエ ..が 
おピ ヨン ど どぶ。 ズ I ッ どず つち や、 ビヨン ど どぶ。 ダ— ッ どず つち や ビヨン 〜」 ぶ。 
•こ：：‘： いつまでを 繰りが してき Q がない。 

>、  爲 

昔、 あった てんがな あ。： 爺 さど 婆 さか あった てんがな あ。 爺 さは ニヤを はいて、 稲の 穗 
を 一つ 洽 った。 婆 さは 績 蓮を はいて、 忌 一つ 拾うた てんがな あ。 

を こで 婆 さは この 穗ど 豆を 煎って 食わう ど 言うた。 爺 さはい や、 いや、 来年の 稀に しょ 
うど 言うた。 化 ホがない ので 婆 さは、 穗ど 豆を しばって ニヤへ ぶらさげて わいた。 

やがて 雪 消ぇの 森. 山の 頃 どなり、 爺 さは 山へ タキ モン 切りに 行った。 攀さ はこん 時 ど ば 
かりじ 心 スゴト をし ょ，/ っどて、 ニヤ じつる して わいた をど穗 をを 煎じ ひいた。 それを メン 
ッの 蓋の 中 じ 入れて、 ペラン ペラン どなめ ていた てんがな 。そこへ 山から 爺 さが 上って 来 
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ので 婆 さはた まげて、 そこらに かくす ひまな く、 ヶツの 下に かくして 知らん顔 をして 
いた。 するど 大きな 屁が ブ ー ッど がた てんがな あ。 ヶッの 下のを 煎が 吹き 立って、 蔡 さの 
目の 中 じ 入って’ 目が 兒 えなく しを たど。 を こで 壤 さは^ スゴト の わけを 話して、 爺 さに 
あやまつ た。 爺 さは 蔡 さを ゆるして 青え なくなつ た 目を なめて くれたら、 目 か あ、 たど。 

ィチ か ボッコ リ。 

'わ  狐 ど 山が 

昔. あった てが な。 程 どい う 村に 仙化院 どい う 山伏 か あった てんか G。 今日は 一つ 夏 ま 
わりを しょう どて、 宮 験が ど 麻 生 旧村の 道を 通っ ている ど、 道 ばた に 狐^ 一匹、 こうこう 
どし びきを かいて 賜っ ていた。 この 狐め、 いつも 人を だまして いるず けえ、 今日 どい う 今 
日は 儀が いじめて くっろう ど 思って、 でっ こい ホラ 貝を、 狐の 耳に をて て 吹きた てた。 
狐： たん まげて 起きた ど 思うたら、 もう どっかへ 逃げて 肖え てし もた てんがぶ。 

U ザり、 孤め、 ざま 見ろ ど 喜んで、 宮路を まわって 営 下がへ 巧って、 厚 飯で も實 うど 思 
って 歩いて いる 中 じ、 まだ 厚 間 だかに 急に あたり か 暗くな ってし もた。 これは 围 ったが 化. 
方ろ ない 宮 下の 勝 太邵* どんに 願うて 泊めても らう こど じだった てんがな。 蒂太郎 でん トッ 
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ツアか 儒は 用 慕が あるから、 ちよっ こら 行っ てく るすけ 留守居して くんな しよ。 まあ、 火 
でを たいて 一服して くんな しよ。 わら 力 力は 病気で 寝て いるが、 淋しがって 時々 「トツ ツ 
ァ」 ど 呼ぶ すけ、 赔ん だら 「ォ！ ィ」 ど返專 して くんなん し^。 ど 頼んで 出て 行っ たてん 

茜。 

山げ は 一人でが 端で 休んで いる ど、 やがて 病気の 力 力が 「トツ ツァ」 と 気味の 悪い 声で 
呼ぶ てんがな。 山伏は 「ホ I ィ」 ど お雪した か 何 どを 気持が 悪い。 何度か 呼んだり あ專し 
て C る 申に 病気の 力 力ろ ネドコ から 這い 曲して、 髮 をぼう ぼう どむ て 真 蒼な 類して 「トツ 
ツァ」 「トツ ツァ」 ど 言うて 山伏 目 かけて 這うて くる てんがな。 山が な、 これよ A 物 ご。 
つかまっ ては 大憂 ど、 わっ かなくな って 逃げ 化して、 家の外の 木に 登った てんかな。 をう 
するど 力 力 も 「トツ ツァ」 「トツ ツア」 ど 言い 乍ら、 這うて 追い かけて 来て、 木に つかま 
りおめ るてんが な。 山伏は いよいよ おっかなく なって、 木の てん 止へ てん 上へ ど 登って す 
くてんが な。 力 力は 「トツ ツァ」 「トツ スア」 ど 言いな から 木 じ 登り かける てんかな。 山 
伏は 「ホ！ ィ」 「ホ] ィ」 ど 言いながら、 木の しんぶら (木の てん 上 心へ ど 逃げる 中に'、 
しんぶら の 細い 木な ので、 がれて 下の W の 中へ ド ブンご 落ちて しもた てんかな。 

W 下では 子供が 水み ぎを していた ので、 あれ 至 あ 仙 化 探が 流れて こらっ るが ど 章 〔うてた 
ん まげた をの 声 じ 化 化晚が 気が がく ど、 今は 夏の まっびる 中な ので、 さて ま、 狐 こ 一 ぷ 
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、食わせられた かど 於うた ィ」 。いきは お ー ンピ さけた。 

ム爺 さど 鬼 

昔、 あったて や。 爺 さど 攀 さが あった。 二人 どち 也が けの ょい 人で あった。 或る日 爺 
さま、 攀 さから ヤ キメシ をつ くっても ろうて、 山 へんは： K りじ 行っ f て や 

ヒン メシ頃 じな つたので、 ヤキ メシを 食わう どし たれば、 ころころ どころ がりを 七て し 
もうた て や。 薪 さは 「ャ キメシ 、待って くれ」 ど 言うて、 ころがる ャキ メシの 後を 追うて 
行っ たれば、 ャキ メシは 深い {< の 中に 入って しもた、 爺 さは 巧の 中を 追い かけて いったら 
巧の 奧じ地 競 様が 立って いられた。 

「化 蔵 様.’ 地藏樣 、ここへ ャみ メシが ころんで こなかった かの」 

「ころがっ て 来た ども、 條 がくて しちた」 

「をう かの、 お前 糕は 食わした の だら、 いいでの」 

するど 地 薇 様は 青 わし やった。 

「爺 さ、 綠 さ、 いいこ どが をる から、 俺の 手の 上に 上れ」 

「もったいない。 何で お前 様の 手の 上 じ 上られ ましょう ば」 


—9  4 2~ 


7 •肯話 


IT い‘ や、 かまわん から 遠慮し ないで 上れ」 

爺 さは、 こど わっ たど も、 あんまり 上れ 上れ ど 言われる ので 上っ た。 するど、 また 地蔵 
様が 言わし やった。 

「爺 さ、 爺 さ、 俺が 肩の 上 じ 上れ」 

「をっ たいない。 何で お前 様の 肩の 上に 上られ ましよう ば」 

「いや、 かまわん から 遠慮し ないで 上れ」 

あんまり 上れ 上れ どき 〔われる ので 上った。 ずる ど、 今度は、 地蔵 様が 言わした。 

「爺 さ t 爺 さ、 俺が 頭の 上 じ 止れ。」 

「もったいない。 何で お前 様の 頭の 上に 上られ ましよう ば」 

「いや、 かまわん わら 遠慮し ないで 上れ」 

あんまり 上れ 上れ ど 言われる ので、 爺 さは 仕方なく 頭の 上に 上った。 をう して 地蔵 様が、 
「爺 气蒂气 今 巧 ここへ 鬼 共が ばくち じくる から、 この ミノを 着て 貧を 八 タ户タ どた た 
いてな、 鶏の 鳴き 真似を したがいい」 ど 言わっ しやった。 

巧になる ど、 青 鬼 や ホ 鬼が ザャ ガャ ど 来て、 地蔵 様の 前で ザ ラ ザ ラ ど 銭 出して バ クチを 
台め たて や。 爺 さは わっ わなくて どうしよう もない ど。 をれ でも 地蔵 様の 言わっ しやった 
话 りじ、，、 f 、 頃を 見て、 奠を パク パタ どた たいて 鶏の 羽ばたきの 真似を して、 「コヶ コッ 
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コゥ」 ど 一-育う たれば、 をみ はた まげて 「をら 巧が 明けた」 ど 言うて： バ クチの 銭を がした 
まん まにして、 ンな 逃げて しもた て や。 をう するど、 地蔵 様は、 「爺 さ、 爺 さ、 をの 金を 
お前 ンな 持って行く かいい」 と 言わし やった。 爺 さは 喜んで、 をの 金を 家へ 持って 帰った 
て や。 

家へ ホて 爺 さど 婆 さが 喜んで 錢 勘定して いるで こへ、 隣の 婆 さが 火 賞い に 来て、 「をの 
金ピ っから 站 したい」 どきいた。 をれ で、 いや、 実はこう こういう 訳 だ ど 話した。 

•礫の 婆 さは 話を きいて、 「わら 爺 さは、 乂 かめ 隅で が へんぐ り ばっかり たいて、 一向と 
銭 どり 金 どり しられない。」 ど 青うて 帰っ てきた。 

翌 目、 隣の 悪い 爺 さは、 ャキ メシを 持って 山へ 行って、 ャキ メシを わざ どころ かして、 
巧の ホへ わ どした。 をう して 地蔵 様ので こへ 行って、 「地藏 様、 地蔵 様、 ここへ ャ キソシ 
が ころがって 来なかった かの」 ど 聞い たれば、 地蔵 様は 「ベ、 じだら けにな ったで も、 俺 か 
くて しまた や」 ど 言わし やつた。  、 

そうして また 地蔵 様の 言わし やる 通りに して 待っ ている ど、 鬼* どもが 来て バ クチを はね 
た。 悪い 爺 さは、 「.ヶ ヶヶッ コゥ」 ど 言うて、 鬼で もがみん な 逃げない 中に 「ァ 、ィ ハ、 一」 ど 
大声で 笑った ので、 鬼 どもは、 昨 巧の 奴は この 爺 さ だ ど 言うて、 さんざんに たたかれ、 麻 
だら まっ かじな って 帰っ たて や。 いきが 水— ンど さがった。 
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昔、 あったて や。 ある どころ じ 二人の 姉妹が あった。 飾は 大を によい 子で、 いつを 妹を 
いたわって いたて や。 妹は 大麥じ 悪い 子であった ど。 姉は 毎日、 山へ 行って、 山い もを 掘 
って 来て、 それを 觀 いて、 よい 所は 妹 じ 食わせ、 わるい 承は 自分で 食て いたて や。 或る時 
、姉が 眠って いる 暗、 がは 條 にこん なン まい もんを 食わせて いるの だから、 綿は 手前では 
でんな ン まい ちんを 食て いを のだろう、 ど 思うて、 飾を 殺して 腹を さいて 嘗 たれば、 巧の 
腹の ホは、 真黒け にこげ たいを ばかり だて や。 妹は あんまり 驚いて、 ああ、 條 悪かった 
ど 一一 一口うて ないて 牺を站 いたど。 をれ で 妹は をの まま、 ほどと ぎず どい う 鳥に なつて しもた 
。姉は かつこう どい う 鳥に なつた。 いきが ボ J ンど さがつ た。 

パ 長い 名 

昔、 みったて や。 或る 家で、 子供が 生まれて は 死 じ、 を まれて は 死ぬ ので、 でう したら 
- よかろ ど 寺の 和尙 さんじ 相談 したてや。 をう ずる ど 和尚さん は、 長い 名を つければ 長生き 
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を するどき 〔われた て や。 そこで 子供が 生れた ので、 和尙 さんから 長い 名を づけ. でも ク た。 

をの 名は 「金銀 くろめた たつ さい ホせば 錦の 下 ごんた かしった か 薬師の はげ 山 別当 ふき 
んの いん 助」 どい うが だ ど。 

和尙 さんの 言われる 通り、 長い 名を つけたので、 五つ、 六つまで 生きて 来たので 大変に 
喜んでい たて や。 

くころ が 或る日、 その子が W の 中に 落ちて しもた て や。 一巧に 遊んで いた 子供が、 をの 
モの 名を 言うて 家 じき かせに をた。 をの 子の 名ろ あんまり 長いので、 をの 子の 名を 一一 一 〔うこ 
まに、 その子 お‘ 苑ん でしを たて や。 

そこで また 子供が 化れ たので、 和尙 さんに 相談して、 今度は 短くて 長生きす る 名を つけ 
て くれ ど 顧んだら、 和椅 さんは ょう 考ぇてから、 ホ 造 どい う 名を つけて くれた。 ょね どい 
う 字は ホで、 八十 八まで 生きる 意 巧ピど 言わした。 をの 子は 長生き したてや。 いきが •ホ ー 
ン V」 さけた。 

1 狐 どた にし 

昔、 あったて や、 或る どこに 五ち 年 もたった 狐が いたて や。 をう して 或る日の こと、 
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「倚は 神通力を 持って いるので、 この 沙楚じ おっかない もんは-つもない。 何を しても こ 
の 俺に 勝る ものは あるまい。」 と大 いばりを かいてい たて や。  - - 

をん 時、 旧ん ぼで ヶラヶ ラ V 一で っ こい 声で 笑う をん かあった ので、 狐は、 けし か‘ らん か 
だ ど 思うて、 

「誰 だ、 今 笑っ ている 奴は」 ど賽 うた。 するど 田んぼの 中から、 たにし か 「あんまり わ >1 
しくて わ 誰を 笑った のた。 慑は 千年を 生きて いるた じし だが、 何を しても わ 前ょりも、 
ごうぎ だぞ」 どき：： うた。 を こで、 狐は、 ょし、 競争して やろう、 侮は 神通力で をる から、 
たじし 如き じ 負けっ こない ど 思うて、 「をり やば、 お前 ど 俺 ど 競争ず るか。 向う の 山の ふ も 
どまで だぞ 3 そうして 一、 ニ、 S で 走り出 したてや。 みの 時、 たにしは ず 早く 狐の 沉尾 
じ チヨィ どつ かまつ た。 をん な こと どは 知らずに 狐は 一目散にを つた。 山の ふ もどに つい 
たう たにしの 姿は 霞ぇない 。そこで、 狐は、 「高の 知れた たにしの 奴め、 何で 倚に 勝て 
るを のか」 ど ill 巧うて いはつた。 をう するど またも ヶラヶ ラ ど、 でつ こい 笑声がず るので 見 
る ど、 たにしが いて、 

「梅は さっきから わ 前を 待って いた^ ど 言うた て や。 狐は、 

「をり やば、 る どの V； ころまで、 もう I ぺん かけ くらべを する か。」 ど 言うた。 

そこで また 一、 ニ、 ニーで かけ 化した。 狐は 今 費 こを 負ける もんか ど、 歯が みか、， てを っ 
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た。 をの 時ち やつ ばりた にしは 孤の 铺 らんこ まに が 尾に つかまつ ていた。 をう しす V もどの 
場 巧 じつく ど、 たじし はすぐ に 下りて、 

「俺は さつきから わ 前を 待って いるが、 なかなか 遅い じ や いか。」 ど 笑うて いた。 いき 
が お] ンど さがつ た。 


昔、 あった てんがな。 鼠 姥 かあった ど。 鼠 か 流しで 飯が を 拾うて いたてん •かな。 をん 
時。 旌 はせ せな ばた で 遊んで いた。 そうして 盛 •か、 

「鼠 •どん、 鼠 どん、 二人で 上タ 参りを しろ わか」 ど 言うた。 を こで 鼠が、、 

「それや、 ょかろ、 G じょ も」 

二人で 旅 化 度を して 出かけた どころ、 途 ホで 川が あった てんがな。 を こで 鼠が、 

「姥 でん、 姥 でん、 お前は 水 わきが あるので かげる が條 はかげない。 をり やすけ 二人で 足 
をし ばって 一所に 川を 越を う。」 ど 二 旨うた。 二人は 足を しばって w を 渡り かけた。 姥 はこ 
の 鼠の かめ、 いつもが を いじめて いるから、 今日 どい う 今日は 困らして やれ、 ど 思うて 
M の 底つ たまに もぐつ てし もた。 をう するど 鼠は 一所 じらぐ つて 水を コッテ コト のんで 死 
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んで 、しまいに はかの 上に 浮き 上って 来た てんがな。 どんび かそれ を 見つけて、 さらわう 
どした てんがな。 蛙は これは 大変 だ ど 思うた が、 足が しばって あるので、 自 みだけ 逃げる 
こどが できん。 をれ で、 どんび に、 

「どんび でん、 どんび でん、 倍の わかげで 、お前は この 鼠を 食う こどが 出来た の だから、 
條 だけは 肋け て 離して くれ」 ど 言うた てんがな。 する..？ じどん びは、 

「ち 達を 殺ず ような ものは、 先ず わさ まわら 先き に 食て しもう ぞ」 ど 言うて 蛙を くて しも 
た。 いきが 朱] ンど さがった。 

\ ，.笠  地蔵 

昔、 あったて や。 貧乏 もんだ がよ い 爺 さど 婆 さが あったて や。 年の 募れに 避 さか、 ぬの 
がた を 織って、 爺 さか をれ を 持って、 いシ トリ グィ モン じ 行った。  どころ が 原な かの 
地蔵 康 が、 ビ シヨ ビ シヨ ど 降る みぞれ じ ねれて、 笠を なく 立っ ていら っし やる て や。 爺 さ 
は、、 「ああ、 これは まこ どに わ 気の毒な 事 だ。 町へ 巧ったら 早速、 笠を 買うて 来て、 かぶ 
せ 中し ましよう」 ど おって 町へ 行っ たて や。 

巧へ 斤って ぬの ばた を 売って、 をを 買うたり、 わけさを 貫うたり、 頭巾 も 買うたり、 よ 
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だれかけ を 買うたり している 巧に、 銭がず っかりた いてし もたて や。 爺 さは トシ トリ グィ 
モンは 何も 買わず じ 帰って きた。 帰りに 地蔵 様に を や 頭巾を かぶせたり、 わ パ さやょ だれ 
かけを かけたり して、 いい 礫 嫌で 家へ 来た。 

「婆 さ、 婆 さ、 今 帰って来た。 町へ 行って ぬの ばた 売った 銭で、 原 中の 地蔵 様 かわ 気の毒 
なので 笠 やらいろ いろ 買つ たら、. トシ トリ ダィ モンす る 銭 •か 無うな つたので、 何を 賈 つて 
こな かつた。」 ど 言うた。 婆 さは、 

「をう かい。 をう かい。 それや 善い こどして くりやった。 また 稼げば をれ 化の 銭は どり や 
るし。」 と言うて 喜んでい たて や。 

爺 さど 婆 さが 寝て 巧 中に だる ど、 ダ シリ， キ シリ ど 車のを •かして 来た。 そうして 
「崔兵 H の 家は •どこ だ、 どこ だ、」 ど 言う ので、 

「が 兵 H の 家は ここ だ、 ここ だ、」 ど 爺 さが 答えた。 

「わ、 甚兵 H ょ。 先程は まこと じ 有難かった 。お前さんの 親切の ほうび どして、 トシ トリ 
ゴメ、 トシ トリ ザヶ 、トシ トリ ザ カナを この 車 じつけ て 来たを 」 ど 言わし やつす 巧 中 
の 地蔵 様 かわ 礼に 来られた の だ ど。 それから 甚兵 H の 家は、 いいこ ど ばっ か 続いた。 いき 
が ホ - ~ ン VJ さろ つた。 
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昔 ぁった てんがな。 或る 寺に 和尙ど 小僧 かぁった てんがな。 和尙は 大層 ヶ チンボで、 い 
つを 小僧を 早く 寝して、 自分 だけ I 人で、 甘酒を わかして 飲んだり、 餅を 焼いて 食て いる 
てんがな。 小僧 も 甘酒が 飲みたい やら、 餅が 食いたい やらで、 たまらない てんかな。 •どぅ 
かしてぅまい 考ぇは ないか ど、 寝て を々 ど 思案した てんがな。 

翌朝、 朝の わ數 めが す^ど、 小僧は、 

「お尙 さん、 お尙 さん、 今日から、 わらが 名前を 替ぇて くんなさい。 これからん ィカ ンフ 
てかん にして くんなさい。」  • 


お尙 は、 


ふ、 う 


ろ 


よしよ し 


をの 晚の 事。 いつをの ょうじ 小僧が 寝て しもう ど、 お尙は 甘酒を わかし 始めた てんがな。 
もう わいた かどが 霜し ょうど、 茶碗に 汲んで  一口 飲んで、 

「いいかん た。 み！、 いいかん だ」 ど 言うた てんがな。 するど 小僧は ザバ ッご はね 起きて、 
「^ィ 、何用で ごぎい ます。 一 


ど i 育うて 和尙 のど こへ 行った てんがな。 

お尙は 

「何 だ、 わ 前は。」 ど 言うた てんかな。 

小僧は 「、ノ イ 、お尙 さんか イイ カン、 イイ カン ど 呼ばれた ので、 何 用 かど 急いで 参り まし 
た。」 ど 答ぇた てんがな。 和尙は 仕方かない ので 

「あ、 そうか。 をれは^^、 わ前じ甘酒飲ましょうかど呼んだのじや。 早う飲んで寝るかい 
ぃ。」  ■ 
ど 言うた てんがな。 小僧は 大喜びで 甘酒を 飲んで 寝た。 

お尙は 今费は 餅を 曲して 焼き 始めた てんがな。 餅 か 焼ける ど、 フ ー ッ 、フ ー ッ f 吹いた 
り 則-いたり している てんが だ。 また 小僧が、 

「 ^ I イ 、何用で ございま すか」 

ピ一爵 うて 起きて 来た てんがな。 辄尙 は、 

「何 だ、 わ 前は」 

ど 言うた てんがな。 小僧は、  . 

イ 。和尙 さんが、 フ！ ツ 、フ I ツど 呼ばれた ので 何 用 かど 急いで 参りました。」 ど 章：； 
うた てんがな。 が おはた 方かない ので、 
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〇 


をう か。 を はな、 お前に 餅を 食わし ょ， っか ど 呼ん S じ や。 早う 食て 寝る ろい い 

ト兽 .はまた 大喜びて 食て 寝て しもた。 

をの 翌朝、 朝の お勤めが す 和 ど、 お尙 は、 

小僧、 小僖 、遊び じ 行っ てこい」— いっけた てんがな。 小 偽は 遊びへ 行っ た 振りを し 
て、 寺の 縁の下 じかくれ ていた てんかな。 

和尙 はこの 留守 じ 甘酒を 飲 も， っどて わかした てな な 〔たいがいに ミ どホ ろて 
「、、かん、 いいかん」 ど f たら、 小僧が 「TX」 ど 言う て、 魚いで 縁の下から 出て 
来た てんがな。 仕方がな いので、 巧尙 はまた 小僧 じ 飲ませて、 

「小僧、 小僧、 甘酒 飲んだ— びに 行っ てこい。」 ど 言わ れ て、 子 僧は 遊び じ 行っ た。 今 
夢は 餅 だ ミ ど 思うて、 餅の 焼ける 頃を 扇は からっ て 寺へ 帰っ て 来た てんがな。 案の ち 
お尙 は 餅を 焼いて いたが、 あわてて 灰の ホ じかくして しもた。 小 膺 は 
「和尙 さん。 只今 帰って来ました。 遮び じ 行って 家で 建つ のを 兒て 来ました から、 をの S 

おしましょう。」 

ど 言うて、 火箸を 待って、  、 

「家を 建てる 時 じは 柱が いる。 f 先ずた てて」 ど 言いながら 灰の ホの 傑の 上 じ、 ズブリ 
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ど 火箸を たてた。 をして、 

「はて、 このを の 下に あるち のは 何でし よう。」 

VJ 言う ど、 和尙 が、 

「をれ か、 をれ は ± 台石 どい う をんだ。」 ど 言うた。 小僧は 「が 程のう」 ど 言うて、 餅を 
火箸で さし 上げて、 しげし げど是 たてん かな。 和尙 は、 

「小僧、 わ 前 食べたら よかろう」 ど 一 育うた。 いも やぶらん ど さがっ た。 

バ 山の 也し 合い 

< - 

昔、 あった てんがな。 或る 山 じ 住んで いた 睡 やか まや むかでな •どの 山の 動物 か、 出し合 
いを して ゴッッ ホを して 食う 相談を したてん かな。 相談が まど まって、 今 費は 誰が 町 買物 
じ 行く かを かめる こどに なった。 を こで、 誰よりも をの いっぱいの 0 かで G らば 早くて よ 
かろう どい う 事で、 使いに 行く こどに なった。 ォ J かでは ンま かごを ぶて、 いそいを どぞ寶 
をし 始めた てんがな。 やがてを の ホに， びかで がらう 巧から 输 って 来を うげ な 頃 どなった。 
みんなで 待て どを 待て ども、 •たおな か 帰って来ない てんがな。  ； . 
「はて 法 あ、 け わでの 奴は 一が 何を している の だろ。 一巧 ど 帰って こない か。’ 一 
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みんな か-待ち 切れずに 言うた てんがな。 する イ みんなの 後ので で、 その 時、 

「エ ヘン I ど该 ，でら いする もんが るつ た。 見る ど わかで でち ミ みんな 喜んで、‘ 
「わ—。 わ 前は 帰って来 たかや。 御苦労だった な」 

ど 言うた てんがな。 

: 、 

するどな かでは、 

「な あに、 俺は これから 肿へ 行く の だ。 この 足の 一つ一つに ヮ ブンジを はかせて、 これ か 
ら行 くど こだ。」  ’ 

どき 〔うた てんがな。 いちがぶ らん ど さがつ た。 

\ 爺 さど 鴨 

普みつつ たてんが な あ。 或る どこ じ 爺 さど 婆 さがみ つた てんがな。 爺 さの 田んぼ じ、 鴨 

がいつ ぱい わりて くる てんがな。 爺 さは 何 どかして この 鴨を とりたい もんだ と、 思案した 

- てんがな。 をう して クロ ジの珠 に 糸を つけて、 をれ を 鴨 じ 飲まして 生け 構り じして やろ 
話 I 

昔 うどおいた てんがな。 

7.  そこで 繫 さから モク ロ ジの珠 を、 いつ ばい こど 集めて もらつ た。 をの モク ロクの 一つ 一 


) 


つじ 糸を つけて、 田んぼに ちらかして わいた てんかな。 爺 さけを の 糸を おねて、 芋た し^ 
ぱり 持って、 かくれて 鴨の 来る のを 待って いたてん が。。 

やがて 蝶が こったい こど (が 山： 一 わりて 来て、 モク ロジを 田んぼの ッブ (たじし) だ ど 
思うて からに、 ばか じ なって 拾うて 食うて いる てんかな。 

もうょ い 頃 だ ど 思うて、 爺 さがを を 現す ど、 鴨は たん まげて、 一せ いに 飛び出し たてん 
かな。 をのごう ぎない せいで、 爺 さは 鴨を 生け捕りに するど ころ かや、 手前 か 空 にぶらさ 
げられ てし もた てんがな。 爺 さはす っかりたん まげて、 

「大深 だ、 大麥 だ、 誰か 助けて くれ」 

ど 足を バタ パタ したで も、 爺 さの ホは だんだん 遠くへ 運ばれて いく てんがな。 

やっ ド こずっ どこで、 或るが の わ 寺の 窝い 屋根に つかまって、 

「がけて くれ、 がけて くれ」 

ど、 大声に 呼ん だれば、 わ 寺の お尙 さん も、 小僧さん も、 がの ホ も いっぱい こど 集って 来 
て、 ヮィ ヮィ ど大骚 ぎに なった てんかな。 をう して、 この 爺 さを •どうして 肋け て やろう ど 
考 いた ぁげく、 村 中の 家から、 いっもで っ こい 風呂敷を 持って来て 、それを 継ぎ 合わして 
、ここへ 飛び わりろ ど 言うた てんかな。 爺 さは 大喜びで 飛び わりた どこ てんが、 風呂敷を 
持って いた 村の もんの 中に、 ひどで こ 弱い どこかみ って、 爺 さが わり たお子に、 風呂敷 か 
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手っ。 よ ホれ て、 爺 さは あじ コキ ー ンど 、ごうぎに ぶつかっ たてんが な* をん 時、 爺 さの 目 
から 火が 出て、 をのた めじ わ 寺が 火事に なって 焼けて しもた てんが だ。 いちがぶ らん ど さ 
がった。 

、 、 > ' ‘ ノぉ ト大 をのを  一 

•f 

昔、 あった てんがな あ。 ある どころ じ 爺 さど 婆 さが あった。 年取の々 ホ、 よッ 頃の こと 
、さて、 これから 年を取り ましよう ど 思って、 ふ ど 外を 見る と、 一人の ザ トンボが、 家の 
大門を 曲っ てく るてんが な。 やがて 家 じくる ど、 

「今 巧、 わを くな って 家へ 帰られん ので ー晚 泊めて くんなん しよ U 
「年取りの 晚ピ がん じ、 をり や 又 何て こんだ。 家に 帰 るんだ どし。」 

「、や、 盲 呂で巧 道は 遅くな っては、 どうしてる 帰らん ねえ、 泊めて くんな しよ 以 
「あい。 をいだ ば 巧っ たがいい。 さあ、々 飯で も 食べて くらっ しやれ。」 

「いや、 ク聽 はいらん。 がせ 寒くて どうしよう もない ので、 早う 寝して 貨 う。」 

ど 言っ て 寝よう どした が、  . 

「アキの 方は Vi っも だい」 


— む7  — 


，ぶ ミ/ 
，-:>  ‘‘ 


「なんで かい」 

「明朝、 若 かを 汲まして 實 うどおうて」 

「をう かい」 

さて、 ザ トンボは 飯 も 食わんで 寝て しまった。 やがて 年 か 明けて 朝早く、 井戸で かを 巧 
^ をがず る。  . . 

「この 寒い のに 早う から 若水なん か 巧まん でょ い^ら、 ラック ラ 寝て くん^し ょ。」 

どき 〔うても 一向き かずじ 水を 汲んで いる。 をの 中に ダボ ー ソど 大き G を かして、 ザ トンボ 
は并 戸の 中に をち てし まった。 爺 さど 婆 さは 大急ぎで かけつけて、 并 戸の 中へ 繩を 下げて 
やった。 井戸の 中で ザ トンボは 繩 につか まり、 

「俺を 引き上げる 時 じ、 わ 前さん 方は (身上が や」 と言うて くれ。 するど、 俺は、 (上る 
や；} ど 言う から、 をう したら 上げて くれ。」 

ど 言うた。 をの 通りに 爺 さど 婆 さが 「身上が や」 ど 言う ど、 ザ K ンボか 「上る や」 ど 言つ 
たので 井戸から 引き上げた。 


さぞ 寒 かつた こどだろう、 さあさあ 、火に あたつ て くれ、 ど 青うても、 いや、 火ょりは 
布団の 中で もう 一眠り させて 貸う、 ど 言って 又 寝て しまった。 

やがて 巧 •か 明けた ので、 雜煮 か出来た からどい くら 呼んでも お專 がない。 寝 巧へ 行って 


一 258- 


7. 昔話 


見る ど、 布団の みには ザ トンボが 居ない ので、 驚いた こどには 金貨 か ザ クザク していた。 
さては 福の 神様が まい 込んだ ど 喜んで、 金 勘定して いる 所へ、 隣の 踞 さが 来て、 根 掘り 葉 
掘り 聞く ので、 みんな 聞かせた。 

さて、 をの 年の 年 巧になる ど、 隣の 爺 さど 婆 さは、 ザ トンボが 通らない かど 待って いた 
。を こへ 一人の ザ トンボが 通りかかった ので、 いや だ ど 言う のじ 無理矢理 じ淮 めた。 年取 
りの ゴッッ ォを巧 山を ベ させた。 をして 明朝は 早く 若水を あんでくれ ど 言うた。 

をの 元日の 朝、 早く 起こして、 若水を 巧 ませ、 をして 井戸の ホに 突きを した。 をして 繩 
を 下げて やりながら、 

「并 戸の ホから 止げ て やる わら、 條らが (身上が や^ど ニち うたら お前は (上る や 心 ど 言う 
て くれ」 

をの 禹 りじして ザ トンボを 上げた。 ザ トンボは ぶるぶる ふるいて、 寒い 力ら あたらして 
くれ ど 言っ たが、 爺 さも 婆 さを、 いやいや 寝て くんな しょ、 ど ザ トンボを 寝させた。 をし 
て雜 煮を して おしたら、 ザ トンボは ドッ サリ 食べて、 ゴッッ ォサマ じなりょ した ど 言って 
帮 ってし まった。 ィチが ボッコり。  ‘ 
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t 大 年のを  ニ 

昔、 あった てんがな。 年の 募れの こん (專 - だ ど。 一人の ざ どん ぼが ペン n ペン コ (一二 
巧線 ：一 ひきだ：^^ら、 がへやっておた。 もうク方になったので、 でっかへ泊めてろろうど、 
Vi こへ 頼ん でら どめ 手がない てんがな。 ざ どん ぼは あんまり 巧い 瓜り をして いるんだ が、 
泊め 手がない が だ ど。 

このが に 貧乏 だが、 むの よい 爺 さど 婆 さがいた。 巧い 寒げ な ざ どん ぼを 気の毒に おうて、 
「わらち は ん もない が、 どまる がいい」 ど 言うて 泊めて くれた。 ざ どん ぼは 喜んで 泊つ 
たて や。 

かの 朝げ、 まん まが 出来た ので 「ざ どん ぼ、 ま 心 まじし よう」 ど 言うて 起す， ども、 返事 
もない し、 起きても こない てんがな。 ふしぎに 思つ て、 布团を まくつたら。 ざ どん ぼは 居 
なくて、 布团 にいっ ぱい 金が ある てんがな 。そこで、 爺 さど 婆 さは 塞んで、 あの ざ どん ぼ 
は 福の 神であった かど、 すぐ 銭 勘定した *ど も晚 でに なって 数ぇられん てんか 

そうして 麟 りの よくった まの 婆 さが 火を 貨 いに 来て、 訳を きいて 帰って 行った。 隣の 爺 
さは、 ざ どん ぼの くるのを 待つ ている どこへ、 ペン n ペン コを 弾いて 来た。 ざ どん ぼが、 
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泊めて くれ ども 言わん のじ、 やれ も か あれ 泊れ f 言うて 前ら したてん がな。 をう して 寝る 
ども 言わん のに 早う 寝れ ど 言う で 寝した てんが。。  t 
かの 朝げ じなる ど、 まだまん まが 出来ん 中に、 まん まだ ど 言うて、 ざ くん ぼを 起した て 
ん がな。 やっ ぱ しお 專 もない し、 おきてを 来 G いので、 これは 銭が いっぱい ある ど 思うて 
ふ どんを まくって みたら ば、 きたない あっ ぱ (糞 心 ばっ かだった てんが G。 いもが ぶらん 
ど さがつ た。 

! 目っ こ 猿 
:•、  ィ y 

< 

昔、 あった てんがな。 或る 山 じ 目っ この 夫婦 猿が すんで いたてん がな。 生れる 子供 も、 
でれ もこれ も、 みんな 目っ こ 猿 だてんが な。 

或る日、 ょを の 山から 二つ目を 持った 当り前の 猿が、 この 山へ 遊びに 来た てんがな。 す 
る ど、 この— りの 目っ こ 猿が、 二つ目の 猿を 算 て、 

「目が ニつ あるが わ 猿 だ。」 

ど、 馬鹿にして はやした てんがな。 

r 二つ目の 猿は、 あんまり キヤ ツキ ヤツ ど 悪口を 言われる ので、 ちみは ほんどうに がわ 猿 
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かど 思う ど、 せつなく なつて、 をん ならば、 この 山の 目っ こ 猿 Gi うに r。 ト^くな って、 
山 の 话 巧 に ぶ つ か っ て 、 ど う ど う 目 を つ ぶ し て 、 目 っ こ 猿 に っ て し も た て ん が G 。 い も 
がぶ らん ど さがつ だ。 

っぶ 太郎 

昔、 あった てんかな。 或る 村に 子 持た ホの 爺 さど 攀 さが あった てん：^, な。 子供が ほしく 
てで うしよう もな いんだが、 がの 鎮守 様から さずけて 賞 うどお 願す る こごに^ った。 「•ど 
うか モ がを さずけて くんなん しよ。 つぶ (たにし：^ の 手 供で もい い。」 ど毎晚 お参りに 行 
: 了は お願いして いたてん か。。 

或る 晚 、いつもの お参りを しての 帰り道、 旧ん ぼのは たを 通りかかる ど、 ホっ みのな き 
声が する ので、 いよいよ 本願が 達して 神様が ホっ 子を さ づけて くんな した、 これは あり： ^ 
たや ど 思うて 近 中いて 背たら ば、 いど しげの ツ ぶか 男の子だった てんか 。 

爺 さど 攀 さけ 大喜びで、 この 子は つぶの 男の子 だんが、 つぶ 太が ど 名前を つけて、 大惠 
にして 育てた てん：^‘ な。 つぶ 乂郎 ^ 利コ 子供 だか、 いつまで 立っても チン コ だてんが な 
•或る日、 つぶ 太郎 け、 爺 さど 婆 さに、 「一つ 頓み •かをる，；：" ら 蘭いて くれ。 実は 京の 町へ 
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俺を 修行 じ やって をら いたい。」. ど 頼んだ。 爺 さど 婆 さは、 「をう か、 をう か、 なじよ も 
行って くるが いい。 体に よう 気をつけ てな。」 ど 喜んで 許して くれた。 

つぶ 太郎 は、 ころころ ど 出掛けて'、 村 端れ の 一本橋ので こへ さしかかって、 一本橋を 渡 
りを こねて、 川の 中へ をち てし もた。 おくにいた 雜魚 敗りの 網に 引っ かかって、 助けても 
ら つて、 また ころころ ど 出^) けた。 

それから 巧の 町へ ついたてん がな。 はて、 'VJ っか 良い 家へ 奉公した いもんだ が ど、 そこ 
らを 探して 歩いた。 あるい い 家が 見つかっ たので、 を この 入口で 「御免なん しよ」 どき？ っ 
たてんが な。 そこの 家の ホが、 「、一 ィ」 ど 出て 来たが、 誰を いないので また 引っ込ん でし 
をた。 また 「御免なん しよ」 ろ 聞え るので 曲て爲 る' ども、 誰も いないので 营を かしけ てい 
たてんが な。 を こで、 つぶ 太郞が 「ここにい る、 ここにい る」 どき 〔うたんだ が、 声の する 
方を 是 たら、 足駄の 歯の 下に 小さい 子供 おいる てんがな。 「何 だ、 お前 か、 何の 用 だ」 ど 
きいた。 「條を 若い 衆に つかうて くんなん しよ。 なりは チン コ でもよ く 働きます。 庭 掃き 
でも、 水 あみで も、 乂 たきで も、 何でも 嫌がらずに® きます」 ど、 つぶ 太郎が 頼んだ。 を 
こで 旦那 様から、 「ようし 面白い' 子 だから、 乂 たきに つかって やろう。」 ど 言われた。 

つぶ 太郞 は、 火た きの 名人で、 まこ どに よく 働く ので 毒 ばれた。 をの 上、 巧は 巧で 遅く 
まで 網 強して いた。 こうして やがて 何年 か 立って しもた。 
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「をい •たば、 モチ クサ 摘んで、 餅を ついて やれば よい」  . 

娘 「をう かい、 をう，-; 一ても らううな」  . 

娘 「をれ にしても、 何ん じつめ たらよ いわ‘」 

猜 「べんごう がよ かろう」 

度 「デサ マは キン ダ ョジサ で、 べん どうく さいど いやがつ てく わん」 

猿 「鍋に いれたら」 

娘 「鍋く つ さいど 青う し」 

猿 「でう すれば いい」 ■ 

娘 「わ 前が ゥスを ぶて、 うしろから、 ホラが つきつき いくのが、 いっちうまい」 

を こで、 猿が ゥスを ぶて、 娘 か， 後から トン トンつ きクき 山道を 通った。 堤のは たにが がき 


L 


に换 いていた。 

を 「あの 枝、 一枝、 ジサ マへ 持っ ていっ たら 喜ばれる」 ど 一一 一巧っ た。 
猿が、 ホ お シヨ ッ テこぅと 思って、 ぶていた ウスを 下を ぅどしたら、 
が 「モ チが べト 臭くなる から、 下すな。 ウスを ブテ 上って くれ。」 
仕で ないて、 猿は ウスを ぶて、 だんだん 上の 方を 上って いった。 

1— この 枝で、 だ じだ」 
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7. 昔話 


「をつ ど 天上」  ‘ .‘  , 

「この 枝 か」  - 
「もっ ど 天. 上：！ 

「この 枝 か」 ど、 天よ の 杖を ホッボ ショ ロう どしたら、 ゥスが くる ど麵 つて、 藏ま 也の 中 
へ、 ド ボット 蔡 ちて、 なんでな か。 か 巧ない。 

やがて、 ポィど 浮き」 1 って 
猿の 命は 惜しく け； いが、 

娘の 巧く のが 気の毒 だ」 ど 言った かど 思う ど义 、なんで、 を れっきり、 巧んで こな かっ 
た。 娘は 家へ わ ぇって、 こどの 次第を 請した。  ご 

娘は 親の 犧借 も、 猿への 義理を 立つ ので、 これから 一 牛を 楽に くらした。 

これでは  ィキ^ ボッコ リ 

) 

V - .い 女郎 ど あまんじ やく  一 

- rv 

\ 

昔、 あつた けんか。。 じさ ど、 ば さが、 あつたて や。 じさは、 山へ 「かや かり _ にいつ 
た。 ば さは、 W へ 洗濯に 行った。 をう したれば 上の 方から、 香箱が 流れて 来た。 
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「みめ ぁる 香箱 こっ 史 来い。 みのない からの 香箱け 一め っち こで」 みのぁる， 葦锦か 
れて 米た。 ふたを ぁけ T ミれば、 いど しげの 女郎が はいっ ていたて や。 そうし こわ 前 
はこを Q 痛 G 由に 人っ て 流れて 来 S だよ。」 こった S 、 か剧は 「 のろん がろ 
『わ 前は こ G- 箱 Q . ホに 人っ て 里の 方へ 流れて いげ、 をう して、 とまった 所の 人の子に なれ 
』 ど いうて 流された のた。」 ど 言つ た 

「を， っか、 をれ は、， いいぁん ごだ。 情 も、 ピ ， っせ 子供が S の だから、 わら ミの す 
にだって くれ。」 ど 言った。 をの 女郞 はけた わりが 止 手で、 まいん ちは た纖 るて や をう 
してけ 事は いっ ぱいす るが、 飯ち ミ さくわん ないだんが、 「わ 前は、 何い ミ f のた 
- 「われぶ、 山で 育つ たので 山芋の どこが すきた。」 を こで じさ じば さが 『をれ、、 

どこを f にいぐ から、 S は— をし これ。 S あまを ゃ<  が 来 弓ても、 よせて 
がな ちん ぞ 、あれは、 ごう たれ だず け。」 

ホ 辞の あ i i じやくは、 じを、 ばさ^) 化て^ ぐ" みて 心.’ て 

「女郎、 累 t ごう や。- J 「わら は、 はた わらな ミん。」 「をいだ ば、 俺を、 ち 
ま— よせ ないか。」 「わら ものし よは、 ん な？  4-^ よく  G しを、 よせんな 
らし 一 「をれ では、 ほんの 少し 戸を あけて'"'-" れ。」  - 

「ゃ ご 
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「つめの 入る ほ VI、 あけて くんない か。 をのく らいの こどは、 できる だろう _ 

をう ずる ど、 女郎は、 錠を はずして、 つめの 入る だけ 戸を あけたて や。 を こへ、 つめを つ 
っ こんで、 ガラガ ラ ど あけて、 中へ 入った て や。 をう して、 蓋の ホへ 水を 入れて、 でん ど. 
んど乂 をた き 出 したてや。 

「こら こら、 あまんじ やく、 火なん かたくな や」 

「いや、 わ 前の 顔を 洗って やる の だ。」 

「いや、 解け をん げんこ ど、 して もらわんでも ょい。」 

をれ でも 簡 かんで、 ょ (湯-を わかして 、女郎を 押ぇて、 蓋の ホへ つき こんだて や。 
女郎は、 死んで しもた て や。 をう して 女郎の きもんを はぎ VI って、 女郎を 「かます」 の ホ 
へ つめこんで、 裏の 杉の 木 じ、 ぶらさげ たて や。 をう して ホ郎 のき もんを きて、 はたを わ 
っていた て や。 はた わりなん か、 知らん がんだ が、 

「きいく け やれ、 でんかった、 かち やん」 

ど、 わつ ていたて や。 

話 j を こで、 じさ、 ば さは、 

昔^  「あんな、 はた わりの 上手な 手が、 ピ うして こんなを を させて いるんだ ろ。」 をれ から 巧 
ス j じな る ど 户 1^」 を煮 て く わ せ た 。 -^^グ、」は、 にがいんだが、 あまんじやくは、 食うこどが、 で 
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きぶ、 りで、 くた ふりを して、 ふ どころ の 中へ、 ん な、 おどして しもた。 巧が 明ける ど 力 
ラス か 一羽 飛んで きて 

「クサの あほう、 バサの あほう、 あほう、 あほう。」 

どき 〔うて、 たって いって しもた て や。 じさは 大愛 おこっ らいた。 そこへ 今度は、 どんび 

が 来て、- 

「裏の おん 木 じ、 女郎が ピン ョり ョ。」 . 

そこで、 じさが、 裏の 杉の 太の 太を 话 たら、 大きな 「力 マス」 が 下がって いた。 

ょ、 上って、 をの 「力 マス」 を 下ろして みたれば、 やけで っぴ をして、 感られ ねいょう K 
様を して、 女郎が 化んで いたて や。 

をう して、 たまげて、 ば さど、 をう だんして、 はたを わっ ている、 あまんじ やくを、 う 
しろから、 まさかりで、 た、 き 殺 したてや。 いきが お— ンど さがっ た。 

々れ  } 

V じ やろう どみ まんじ やく  ニ 
、 タ C 


昔、 あったつ み。 爺 さは 山へ かや W りじ、 婆 さは 川へ 洗駕じ 行った。 をぅ したれば、 上 
のでから 香箱が 流れて 来たつ あ。 婆 さは、 
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「妻の ある 香箱は こっち へこい」 

「妻の ない 香箱は あっちへ いげ」 

ざ 言う たら ば、 妻の める 香箱は 笑い 笑い、 こっち へ？ し、 睾のミ I は f 泣き、 あ 
つちへ いつて しを た。 

發 、さが、 睾 のみる 香 緒を 拾うたら、 中から いど しげの 女郎が、 はたを 織って いて、 薰巧 
ろら 曲て 来た。 じ やろう ご >. っ 名を っけ、 爺 さど 婆 さが 巧 愛 ごこ,.。 ご 六は 
山の どころ (山芋-お 大好きな ので、 或る日、 爺 さど 婆 さか 山へ どり にいぐ こどに なった 
をう して じ やろう こ 言う こ。 

r 留 に るろ 人ぇ 夹ても 入れるな。 麟 のをまん じやく かくる が、 かして 家の ホ に^れる 
な」 

じ やろうは I 人で 留を 居して チヤン カラ 力、 チヤン カラ 力、 どは たを 織って、 こ。 

そこへ 隣の あまんじ やくが、 「じ やろう。 遊びに 来た、 寄して くれや」 ど 喜うて 来た。 

じ やろうは 「いやた」 ど 言うた。 あまんじ やくは 「かの 入る ほ、 f 戸を あけて くれ」 ど 言う 
た' ども 戸を あけなかった。 こんでは 「指の 入る ほで るけ て くれ。」 どき 〔うたので、 をの 乂 
る ほ' どかなら よぇろう ど 戸を あけて くれた。 をう するど あまんじ やくな、 ザ ラ. ガラど 戸を 
あけて.、 ホへ 入っ てし もた。 あまんじ やくは 蓋で わ 場を わかして 、をの 瓷ん 中へ、 じ やろ 


ぅを つつ こんで 殺して しもた。 を； っして 燕 じ 包んで 裏の. 柿の 木に ぶらさげず じ やろ の 

绩 さ？ が、 山から. 帰つ T 来たが、 いつも S じ やろ-つ S つてい る 名、 不—じ 思" 
ていた。 をう したれば 寡の 柿ん 太に、 どんび る 飛んで ホて 
裏の 柿ん 木に 


じ やろう 


ヒ 


ン 


3 ロロ ジ 


ど 貴こ ている。 ふしんに 風， って、 裏へ 行つ てみ たれば、 柿ん 木に、 燕 力 ぶら さろ つてし ず 
ので、 わろ してみ たれ ザ じ ミぅ が 死ん ご S ぁ。 をれ で、 爺 さは？ つて、 ぁまん 
じやくを 殺した ど。 いもが ぶらん ど さがつ た。 
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ぅ 猿 ど 爺 さ 

昔、 あった てんがな あ。 ある どころ に ジサピ ごが あ ミ。， シサは 1 シ； り I 

サ はりへ 洗濯に 行 ト 比、、； 、、ノノし； って、， ノサ のめ ぐら こ モヤ モヤ 集って 来た。 
，シサが 山に 行く ど、 猿の S 力 珍しろ って シサ J 

r ジサ がいた や、 ジサ がいた や」 ど 言い合っ た。 1 ど、 ジサ は、 「ジサ t あるん ず" 


ホンは 神様た ぞ 。なら、 山の 下まで ホラを つれて 行けば、 極樂浄 ± へ 参らせる」 ど 一 育った 
猿の モ货は 「ろつ ねて 行こう」 どて、 ジサを デン グか マに のせて 歩き 出した。 

やがて 山を 下りて をに 出た。 猿の 子供は、 「祿楽 どは どこら だ」 どきいたら、 をの 睹ジサ 
が 庇を ブ！ どこいた。 

「今のを は 何た」 どきいたら、 「あれは、 硕 楽の 太鼓のを だ」 ど ジサが 言った。 猿の 子が 
らは 「ク サィ ク サィ」 ど 言った。 「をれ は、 ごくらくの わを のに わいだ」 ど ジサが 言っ 
た や 六て H にさし かかっ た。 をう j 度魄 を ここう ど 思っ て、 ギバツ タラ、 鹿で ころ ト 
アツ パを たれて しまった。 

猿の モ供 らも あきれて、 「この ゥソコ キジ サ め」 ど、 ジサを 川の ホ じを げこ i ご。 ジサ 
は 橋れ 流れて、 バサ の洗灑 している どころ まで 流れて 来た。 いきが ぼっ こり。 

パ ニ 一 かの 札 

昔、 あった てんがな あ。 ある どころ にお 尙 さんど 小僧 か 住んで いた。 小僧は 山へ 仏様，^ 
あげる 花を ほしょりに いった。 も っどいい が、 いいが、 どきれ いな 巧を さがして、 山の い 
りい り f 歩いて いく ホに、 をう 日が 慕れ かかって きた。 これは 大をだ ど 気を もんで、 の 


ィリから 里へ 出よう どした が、 いくら 歩いても をへは 巧ない。 をの 中に 日は トッ‘ プリ 莫れ 
て、 あたりは まっ 暗にな った。 はて、 Vj うした もの かど 廚 ってい る ど、 山の がた まに、 火 
が テ カン、 テ カン ど 見えた ので、 をれ をた よって いった。 一軒家 じバサ がいた。 道 じ 迷っ 
て 嵐った からどめ て くれ、 くた のんだ。 

バサ は、 どまろ ば どまれ ど 一一一一 〔った。 バ ザの 顔は 常る から じ わっ かなげ であっ た。 ク 飯に、 
ョゾヶ をして くれた。 やがてね るが となった。 ずると バサ は、 オラ トコは、 が 具がない 
から、 ねる 時は ホラに だかれて、 ねんければ ならん が、 をれ でもよ いか、 ど 言った。 小僧 
は 仕で がない ので、 をれ でもよ いど 言った。 だかれて 寝て ゥ トゥ ト するど、 どうも 愛な の 
で 目を さます ど、 バ ずが 頭を ベラべ ラ なめてい る。 愛 だな あ、 気味が 悪い な あど 思い 乍ら 
、トロ トロ するど、 又、 ぺサが 頭を なめる。 これは わ わご ど だ。 マゴ マゴして いる ど、 こ 
の鬼バ バに嗔 われて しまう。 何 どで もして 逃げ だすに 限る。 どうしたら 逃げられる かどい 
ろい ろ 思案した。 

を こで、 オラ、 アッ パン ジョ へいきたい、 アッ パン ジョ へやって くれ、 どた のんだ。 
バサは 「わらの 手の 中 じこけ」 VJ 言うて、 手を 出した。 小僧は、 「モッタ ィ ナィ、 どうし 
て お前の 手の 中 じなん ぞ 、こかれ よう」 ど 言った。 バサは 「いや、 こけ」 ど 言った。 小僧 
は、 「いを、 だめ だ アッ バン ジョ へやっ て くれ _ ど 言っ た。 あんまり 小僧が 言う ので、 
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アツ パンク ョ にやる こど じした。 小僧の 腰に、 繩を つけて、 バサ が、 をの 繩を にぎって い 
る。 小僧は、 セツ チンに 入って、 'セン チンの 神 藻 こ 頼ん ご。 

セツ チンの 神様、 でう か 逃がして くりやれ。 ホラは まごまご している ど、 この 鬼 ババこ 
食べられて しまう。 ホラは この 繩を きつて、 逃げる から、 もし、 ホ ニババ が、 オラを 赃ん 


ゾ」 頼んだ 


たらは、 ォラの がりに、 お 事して くりやれ。 でぅ かわ 願し まず。 

セツ チンの 神様は、 「よしよ し、 承知した。 それ， から、 この がをお 前に くれる。 何 かの 時 
につろ え」 ど 言って、 が 山に なれ、 大火 事に なれ、 大水に なれ、 ど 言う 一二 かの 化を くれた 

ーンど 山道を 逃げぶ した。 繩を ほどいて 、アツ パン ジョ 


小僧は、 をれ を もらって、 ゴン 
の 柱に つけた。 

やかて、 鬼ババ は、 「小僧々々 
ぅない」 どお專 した。 

「小僧々々、 よい か」 「まだ、 よ 
「小僧々々、 よい か」 「I まだ、 よ 

「えいっ、 貴 •.每 地ち ない、 このな め」 ど、 力ま かせに、 
て、 バサの 頭に、. ゴ キン どぶつ かった。 バサは マッカに 
逃げ やかつ た。 ようし、 かんべん ならん」 ど おいか ブ た 


よしろ」 ど さいを くした。 セツ チンの 神様が 「主 だ、 よ 


な い 

-、ふ 、 


繩を ひっぱった。 便所の 柱がぬ け 


なつて わ 

。ホ ニバ 


り、 「小僧め、 さては 
の 足は 早く 小僧の 一二 足 
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よ 二足に、 やがて ババの 姿が、 後 じ チラ チラ 扇え るよう になった。 いよいよ おず いて、 「 
この 小僧め、 ンノ 、逃げ やが って、 こんちく しよう」 ど 大声で さけび 乍ら、 手を 出して 迫 

ってく る。 

小僧は、 こ こぞ ど ばかりに、 札の 一 かを、 「砂山 じな] れ」 ど 後を 感 ながら 投げた。 ず 
る どたち まち、，； G. 前 じ—  — 大 砂山が 出来た。 バサは 物 ど 直ず、 大砂若 こ ド 

ン どを って ボ ツカ ヶ てく る。  - 

又* •つづきを うなので、 今度は は 大火 專 じな] れ」 ど 言って、 乂熏の 札を なげた。 

するど、 山の ホが クヮック ヮッど 大火 事に なった。 バサ は、 をの 火の 中を くぐっ ど、 ドン 
ドン ど 追い かけて くる。 (まずます 怒っ て 心 

や が て 义 っ づ き を う じ だ っ た の で 、 大水 にな1れど、大水の化を投げた。 (後を むいて」 
見る見る 大 W がで きて、 バサ のをっ てく る どころ を じ やます る。 、"サ はを の大 リを姬 って 

追い かけて くる てんか. な。  . 

をの 中に、 巧 も 白々 ど 明けは じめ、 小僧は ようやくを にかけ つけ"*'^ 大リを こえて ノサ 
は尙も ぼっかけ てく る。 わ 寺に 辿りつ いて、 わけを 語して、 わくして ベれ ど 頼ん た。 仏様 
の 本尊 様の 下. にかくして くれた。 やがて ォニ •ババ が 寺に やってきた。 「小僧は ここ じ 来た 
答 だが で こへ 行っ こ 「いや.、 ミい」 「いや、 来た。 こ"/ 探 ご ど、 ミミを たずね 
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まわっ たが 是 つからない。 さ寸 かじ 本堂には 入らな かった。 まものな ので、 本尊 様を わを 
れ たにち がいない。 巧には いないので、 やがて 外に 出て 探し 廻った。  ‘ 

外の 井戸の 中を 號 くど、 自 みの 顏が 映った。. ホ ニババ は、 をら、 こん ホべ、 ここ じいた 
かど。 井戸の ホに 飛び込んだ。 をれ っど 言う ので、 ぶころ やべ トコ ロを 井戸に 投げつ けて、 
ォニ ババを 井. 戸の 中に 埋めて しまった てんがな あ。 をれ で、 いきが ぼっ こり。 

が いん てんだら りかんち きりん 

昔、 あった てんがな。 江戸 じ 若い 男が 住んで いた。 嫁を もらう 年頃であった。 嫁は 越後 
人に 限る どて、 江戸に くらして いる 越後 人に、 仲人に なって もらっ た。 

さて、 仲人は、 嫁さん が 詩 一つかった ので、 明日 連れてく る こど じな った。 モコは 越を 言 
葉が わからな いし、 ョメ はな 戸 言葉が わからな いので、 南る ど ムコか 言った。 仲人は、 案 
ホる こどは い、 ヮ シが祠 方の 言葉が わかる から、 ヮシ がき かせる どき！； った。 

やがて 嫁を 連 ゎて くる 日 

をの 朝、 大願が 吹いた。 嫁 か 来て 挨終 する こどに なク た。 何 ど 言わう かど 老 えた 未に、 

正風^ ゲ シキ  ショゥ セキ  ザンニ ゥス 
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ど 言っ た。 

これを きいに ムコ はわ からん ので、 仲人に きいた。 今朝の 風は、 あんまり はげしい ので、 
眼の 中に 砂 やぶの 入る 位であった。 どい う 意味。 な こは、 これを きいて、 をう か、 そうか 
今叟 は、 俺が 挨搂 する 番 だ。 向う が 風の 挨 巧なら、 こっち も 一っ 

ィン テン ダ ラリ、 ヵン チキ リン、 ど 言った。 嫁は わからん ので 仲人 じきいた。 キン タマ 
は篡の 炎ず じは、 誓いので ダ ラリ どして いるが、 冬の 寒の 中は、 寒い ので 固く しまって い 
る、 どの 曹 なので、 大笑 どなっ た。  ' 

夫婦 どなり 一生 安楽に 暮し たどい うこ どで ある。 いちや ボツ コリ。 

嘗 わず ホ 力 

ミ 

ご 

昔、 あった てんがな。 慾っ たまの 深い 男が あって、 まん ま 食わんで 慟 らく 力 力が ほし グ 
っていた。 或る時、 かが 来て、- 「わらは まん まを わんで ょう 働く から、 わ 前の 嫁に してく 
ん ろ。」 ど 言う たんだが、 「をう か 嫁になる かいい。」 ど 言うて、 をの かを 嫁に したてや 
この 力 力は いつも、 まん まを をわん で 働いて いたか、 トツ ツァ かん 化 事に 行く ど 大盏 
でた をい っぶい こどたい て、 味曽 玉の ょう；：^ ャ ネメシ をに ぎって 髪を どいて 頭の 大口 も 出 
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して、 

「目 食え、 鼻 食え、 ロ 食え、 頭 食え」 どをこら 中に 食わして いる てんかな。 をう して 頭の 
中の 大口へ、 まん まを でん でん ど 投げ込， びがん だ ど。 トツ ツァが 帰って ぐる ど 知らん顔し 
て、 ちっ どもまん まを をわん かんだ て や。 

どなりの 家の もんが、 力 力の 留守 裏を こっそり トツ ツァ にき かした ので、 或る日、 山へ 
行った ふりして、 かくれて をて いるぶ、 また 米を でっ さり 大签 でたい て、 頭の ホロに 食れ 
していた。々 すになる ど、 トツ ツァは 帰っ てきた ふりを して、 すぐ ど、 「今日 版り お前に 
暇を やる から 出て いげ」 ど 言うた ど。 力 力は、 

「出て いぐず け、 何 かくれて くれ。」 く 言うた。 

「何が ほしいから」  • 

「稀 一つ もらいたい」 

そこでで っ こい 稀を 一つ 吳れ たら、 トツ ツァ に、 「わ 前 ここにち ょつ くら 入つ て くれ」 
ど 言 うん だんが 入っ たら、 力 力は すぐ 負て どび 出した てんがな。 山の 奥へ でん でん どかけ 
出して いぐ 道 ホで、 トツ ツァは 木の 枝に つかまって 稀の ホから 逃げ 巧した。 力 力は それを 
知らんで いり 山へ 走って いったが、 やかて 引き返して くる てんがな 。トツ ツァは 朱の 下の 
^ も' ぎ どし ょうぶの やぶつ へし やがん で、 かくれて いた。 力 力は 異 って そこらを 探寸 Vj も 
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よを ぎ どし ようぶの わかげで、 扇つ からんで 助かっ た。 をれ で 五 も 近日の 聲巧か 日 じ、 よ 
ちぎ どし よう  ぶを、 そういう 訳で つかう がんだて や。 いきがぶ らん ど さかった。 

「 わを どず るめ 

昔、 あったて や。  きれいずき のをが 二人で 或る 家に ど 主った どこ てんか、 を この 家 
では かいを ちを して いられる て や。 ぶていた ホっ 子が* キヤ •キヤ どかいて いるので、 よいよ 
いど 言うて いる 中に、 ホっ 子が アツ パを たれた。 をれ を 知らんで、 よいよ いど ホっ 子の け 
つを、 パ チヤ パ チヤた たいて、 をの 手で かい もちを 丸めて いるがん だ ど。 二人は これを 證 
て、 これは 汚くて どてを 食われん、 外へ 巧って 何か赏 てこう ど 家を 化た て や。 

家の 前に するめが ニ、 S かかけ てあった ので 二人は それを 食て しもた。 朝げ、 子供が、 
「便所へ 行って いい か」 ど 言うて いるて や。 「おわ」 ど 親が っいてい くど、 いっも 子供の 
おおを 引っ こまして くれる 次 惠 だする めがないので、 親は、 「はて、 するめがない が、 猫 
でも どっ たかな。 けつの 屁 巧 ひっ こませる が だ。」 ど 言うた て や。 二人は これを きいて、 
巧い やら、 さけない やらで 西っ てし もたて や。 いきが ポ ー ン ふさがったり 
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昔、 あったて や。 或る どこ じ 婆 さど 嫁がを った。 婆 さはな じ かか^ ご 心';^ 一^な 壤 さで、 
いつも 嫁を いじめて いる てんがな。 をれ でも 嫁は 婆 さの 言う こどを きいて いたて や。 ホる 
日、 豆を 煎っ たのを I 升 嫁に 持たして、 豆の 種を まいて こい ど 言うた て や。 嫁 かまいたら 
をん 中から たった 一 結 だけ 專出 したてや。 嫁は I 生けん めいで 豆の 草を どって、 豆 かいっ 
ぱいな って くれ どた のんで いたど。 をう したれば 忌が でグ .こ、 う、 なって、 あり やど、 八 あ も 
豆が なって、 嫁は ごっ でい 喜んだ て や。 婆 さも 喜んで、 こんだ はいい 婆 さに なって、 今 ま 
での こどは ょく あいまつ て、 をう して 嫁 ど 中ょう 暮し たどの。 いちや 吏つ こり。 

鏡 

昔、 あった げろ。 タ竭に 早 や 死に別れた かか。、 やが あった。 あんに やか 町へ 行っ たれば 
店屋の 先き に 手前の 鎮が 映って いるて や。 あんに やは、 「わ^、 これは わらの つ あつ あか 
いらつ る。 あ^、 久しぶり だ。」 どき ごっ て、 をの 镜を 買うて 来た。 
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、 、 > 

) - V ^ 。 っ コ こ 、 。し U わ 。 を う し て 毎 日 、 ま ん ま を 運 ん で 
家へ 帰って来て、 こっを り 長持ちの ホに 入 r て もしす  を 

はん.^ っ、^ に 今っ てぃた。 かかは、 毎日で に ミ かに 行く のか ど、 ふしぎに 思うて ぃた 
。それで どっつ あの 留守に、 ニ かやに こっを り 上って、 長 持 もの 蓋を どっ てみ たれは し 
どし げ罢 がいる て や。 さては、 こむ で わ’ か ミ。 わらに かくして めかけを S もの ホ じ 
を ミいて、 毎日、 いたを 運 宅 いら ミ。 この 蔡ピミ あめ、 ど お ミ 7 リ 7 リ して 

气こ 0 

をの 中に どっつ をが 帰って来 たので、 「お前は 八"^」 もを 是 持ちの 中に 入れて わくが ど 
う いう ただ」 ど 言う た。 ど ミ あは、 「をう ミい。. あれは 化を S ミを 貿 うて 来 
こっ ご」 とき 〔うてい る 中に- こって いの ホ 飾 げんう 4 っず 
を こへ おの あちよ 様が 来られて、 「お前 方は、 がを う喧嗦 している がんた。 わら々 一 
っ 栽 判して やる が」 どき 〔はした。 を ミ 己 之は こうここう 訳 だ、 はこう こ，"^ い、 

う 訳 だ、 ど い う たれば、 あんじよ 様は、 「よし、 わかっ た。 ミた は. おらろ. 化户ず どっ 
だ か 、 か く しを 气 見 鹿 け て や る 。 」 ど 一言 うて、 ニかやに上 った。 長持ちの蓋をあ 
けて 是 たれば、 髪を すっ た 巧、 壬の， ダが いるて や。 を こで 大急ぎで 下へ 降りて 来て、 「けん 
かは ためた がいい。^ あ^あ-はい S し、 かくし かは 頭す ミ— にな ミい る' すけ、 を 
、レした がいい」 ど 言うた。 いきがぶ らん ど さがっ た。 
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昔 ••あった て や。 

或るが、 龍宮 の乙婚 様が 病気に なった て や。 慶者じ 診ても ろ たれば、 猿の 生きぎ もを 飲 わ 
ど 治る どい うこ ど だ。 を こで 誰か こ G 猿の 生きぎ もを 取りに 行く ものは ないか、 という こ 


どに r みったれば、 たこが 「俺が 巧って くる」 どて 勇んで 出かけた て や。 

たこが 诲踰 におて 常 たれげ、 一巧の 猿が 遊んで いるて や。  i 
「わい、 猿 どん、 猿、 ごん、 お前は 龍宮へ 遊び じ 行って E る 気は ないか」  づ 
「浦 鳥 太郞は 奪に 乗って 巧った どい うこと だが、 淹も 巧って みたい が、 かぐ こども 知ら a 
いし、 巧く 訳に や 参らん」  . 

「をいだ ば、 條が つれて 巧って やろ か。 俺の 頭 じ しっかりつ かまって いれ」 

そこで 猿は たこの 頭に つかまって、 海の ホへ がぎ 出た か、 沖へ くる ど、 たこ^, なんでし 
話 もた。 賴 はたん まげて、 

昔 i 「おい、 たこ でん、 にこ Vi ん 、條 をで うする つを り だい」 

_ 「巧、 Vj うずる もこう する を だい。 いまに 鑛 が やって きて、 わ 前 《腹を かっつ やばいて 


も 1 印の 牛 I きぎ もを 取る の だ。」 

「集き ぎ もを 何に する の だ」 

「龍宮 の 乙姫 様が 病気で、 生きぎ もを 食べる ど 治る の だ。」 

「をう かい。 それは 损 ったこ どに なった ぞ 。その 生きぎ もを、 海 ばた の 栗の 未 じ 引っかけ 
たまん ま 忘れて 来た。 天気が 悪うな って 来たが、 雨に ぬれる ど 班る。」 

「ほんどう か」 

「ほんどう だ ども。 生きぎ もが 入用なら 俺を 連れて 取りに 巧って くれ」 

「を こで.、 たこは また 猿を の 甘て、 もどの 海 ばた へ 戻って 来たて や。 

(わい、 たこ どん、 お前は 海の 中で かげる か、 わかは 歩けないだろう。 俺に ばっれ。」 
猿は たこを ぶて、 栗の 木の どこでも ろして、 スがス が ど 木に 登って、 いさい さど 木を ゆ 
すぶ った。 をう したれ が、 栗の いかが、 落ちて、 たこに ぶつかって 痛くて たまらん て や。 
たこは 苦しがって、  ' 

「猿 どん，、 猿' どん、 助けて くれ」 ど 言う たれば、 猿は、 

「栗の いがで わ 前を 殺して くれょう ど 思うた が、 命 だけは かんべんして やる。」 ど 言うて 
たこを 海の 中に、 ほん 投げて しもた て や。 いきか ボ ー ンど さかった。 
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\ " 一二 人 兄弟 
昔、 あった て や。 

親 か 巧んで、 太郎 、次郎 、一二郎の 子供が ニ 一人 あって 

「こんげ の 田舎で 百姓を している より、 都へ 出て、 巧 世 くらべを しようでは ないか。 しん 
しようを 売り どばして、 わ 寺へは 少し わ 金を あげて、 永が 経を あげて どい うこ どじして し 
まえば、 最早、. この 田舎に 未練は ない。 思う ぞんぶん じ 出世を しよう。」 ど 言って、 出か 
けて 巧った て や。 行った て やば、 道が 一二 本 あった て や。 

「どの 道を 行っ たらよ かろな」 言って おは、 

「いっち 上を 行って みよう。」 

ニ备 目の 兄は 
「をの 中を いこう  」 

一二 番目の 兄は、 

「いも 番 、下を いごう。」  ど 言う 專じ G った。 

どころ が 一番 上の 道が 都へ 出る 道で、 なん く 都へ ついたて や。 をう して、 いいお 屋敷 
へ泰公 したてや。 
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どころ が、 男が 好い のに、 できる ので、 家の 主人が みこんで、 学問 させたり、 贫 術を 教ぇ 
たりして、 家の 聋に してし もた。 

.二番目の わじは、 いっくら 行っても 、いっくら 巧っ てを、 良い 道へは 出ないで、 腹が 减 
ったし、 疲れて、 倒れて いたて や。 

を こへ ザヤ ガヤく、 荒 くれ 男 共が 来て、 

「わ] かわいを うだ、 わらに ついて. 衆い。 めしぐ らいく わして やる！！ ど、 連れて行 つた 
それは、 泥棒 共で みった。 頭が 良い し、 できる ので、 忽ち 大駕 みに なった て や。 

をう して、 「.兄 達は でう している だろ I 。 傭ぐ らい、 ぜいたくに 暮ら ている 者ない だろ！！ 
ど、 思うて いた。 

一二郎は、 下の 道を 行った どころ が、 山义 山で、 やっ ど 平地に 着いた て や。 

そこに、 おや さまが あつたので、 

「どう シ 、今 巧 どめ て くれ！！  ど 言うて、 どめ て もらっ たて や。 家の 主人は、 あまりぇ、 
男な ので、 「お前は' どこへ 行ぐ の だ」 どきいた けば、 

「いや、 どこ VJ いう あても ないか、 俺は、 出世した いの だ」 ど 言った。 を こで 主人は、 
「わら 家に いれば、 学問を わしいて やる。」 

ど、 ニ 一一 〔うので、 まじめに 働いて いた。  ‘ 


7. 昔話 


どぅどぅ 主人に 是 こまれて、 をの 家の 聋に しられた。 

或る時、 ニ郞 は、  V ‘ 

「あの 畢の 大臣の どころ に 巧つ て、 うん ど 盗つ て やろ。」 ど 言つ て、. おしかけて 来た。 を 
うして 止 蔵の 中から、 ま 物 や 金を が 山 盗って 帰って 行つ 
共は、 みんなつ^ まつた。 


た。 をのう ちに 手 かまわって お捧 


それを 調べ 5 人が、. 太郞 でみ つたて や。 蓋は、 衙 気 ミに、 泥棒— わろ した どこ 
ろろ 自みの 弟で あつた。 义顿を 盗られた のは 义 自分の 弟で あつた。 を こで 主人 か、 顔を 
是 合わ 甘る こどに なつた が、 法は 曲げられない こんだんが、 一一郎は？？ S ミつ た 
太郞ど S 郎 は、 わ 互いに 出 化を 喜んだ が、 

「あ^ ニ郞 も、 道を まちがわな かつたら、 こんな 
て や いきろ ホ^ — ソど さがつ た。 


ど 


だら なかつ たろう。」 ど 言つ てこ 


す 


鶴 ど 狼 


ぁつたげ ろ。 狼：^、 兔ど つてく つた どころ が、 のでへ 骨 かつつ 立つ たて や。 をぅ して、 
苦しんで いたて や。 を こへ 鶴；^" 来たので、 
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「鶴 どん、 鶴 どん、 この 骨を 裙 いて くれる どこの 兎の 巧を 半み やる から、 でう々、 ホし で 
くれ。」 を こで 鶴は 兎の 肉を 貸 わ， っど 思っ て、 「わまい、 大きな ロを あけ 巴 ど-一一 广 っず 
ら 、の  'ご じ、 たたった 骨が 是 えだして 来た。 

鶴は 裳い ロ ばし をつっ こんで、 をの 骨を 巧いで やった が、 狼は、 巧を かし もやらないで 
みんな 自分 ばかりで をべ ようどした。 をう するど、 鶴ろ 
「狼 どん、 私に 約を した ど わり、 肉を、 半み くんない か。」 ど 一 育っ たろ 

1" なにを、 バカ 青うな、 わまい が、 私の ロの ホへ ロ ばし を 入れた どき ぱ っくり やっ ずら 
お前 も 兎の ように、 條に 食べられて しもうた の だ、 命 だけは 朗 けて やる から 早く 帰れ」 

VJ いいながら、 兎の 肉を 食べて いたら、 罰が あたっ て、 又ので へ 骨ろ っった っず て や 
「鶴 ピん鷄 . Vi ん 、今度 こを 本尝 にやる が、 义 抜いで くれ」 

r いや 巧ぐ どき、 お前に 頭から かじられる ど 藤い から、 抜いて やら ミ。 あはよ」 

ど 言って、 たって 行って しちう たて や。 いきが ぽ ー んど さがった 

-L  ありへ いの 化け もん 退治 

\ 

かった げろ。 材 のそう た 場から、 化け もんが 出て、 ク暮 じなる ど、 子供を さらっ て 行 
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7. 昔話 
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って、 麻った て や C 
そこで、 わ やさ まは、 

「をの わ ばけを 退治した をのには、 ほうび どして、 金 十 I 両を くっら る」 どい う 立 化を た 
てた て や。 

を こで、 をのが の 有 平 どい う、 ごうぎな 男が あったて や。  ； ~ - 
「それじゃ、 俺 か 退治す る」  どい うので、 大きな まさかりを 曝に さして、 々ホ、 巧っ こ 
て や。 それを 人か语 て、  \ ' 

「有 平， どん、 こんな ばけ もんの 化る、 ぶっを う K 日暮れ じ、 で こへ 行く がら。」 ど _ 育っ；。 
をのう もに、 まつ くらじな つたて や。  ■ 

有 平が、 太の 切り株に 腰かけて いる ピ、 誰か か、 来る 様うな を かした. て ゃ。 辱て いる ど、 . 
を こへ 騰のタ ちゃが きたて や。 

• i - 

をう して、  .... 

「有 平 ろん"'"^^^-^ わ訴 のばさが 死にを うだから 来て くれ。」  そこで 有 ド 考ぇた て や。 

- 

「あの 憶病な みの タっ あが、 ばけ もんの 出る こんな 所へ 来る きづかい はない* これ ま、 が 
らホ 、ばけを のだろう。」 ど 思った。 

「ょし、 條 はが 角、 来た こんだ から、 でんな 專 かあって を、 今 巧は 帰らぬ •/ わ 前ょ く 看 一巧 


して くれ。」 ど 言うて、： 帰した とや。 

をう しると、 かした ' ど、 义 隣の トツ ツアろ ホた て や。 ■ 

「有 平 ろん 有 平 ろん ば さが、 化んだ すけ、 早く 来て くれ。」  - 
「でう せ 死ん ピ！ .だかに、 かまわんで わいて くれ。」'. 

をう するど、 又 かした つど、 隣の 父っつ あか 来たて や。 

「葬ず を だず から、 早く おて くれ ど。」  ’ 

を こで、 有 平ろ ホ纔 一つて、 

「馬鹿 やろ、 憶 か 行かん のじ、 難ず が だせる か。」  みした つど、 葬ず のを かし 始めた。 
を こで、 有 平は、 

「やろ ピ も、 ょくも 條を ばかす とて、 こん こどを しやが る」  ど 言うて 今’ 度は、 木の 上 
にの ぼって、 をの 葬ず を 見て いた。 

そのうちに、 葬式を だして、 火を つけて、 みんな 帰つ てし まつた。 

をのう ちじ 火 かわれて 、中から 大入道が 巧た。 をう して、 

「有 平、 僚が 死んだ かね、 何故 来ない や。 有 平 ご ど 言っ て、 四 本 柱 S ぐらを 歩いて 
あいた。 をう して 有 平を 背つ けて、 を 平の のって いる 木 じは い 上り、 有 平の 足を、 しっか 
ど わさえ た。 ち 平は その 手を わさえ て、 一げ きの もど じ、 をの 大入道の 手を まさかりで 切 
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7. 昔 


どい う 声を 聞く どみ に、- 火は 销 ぇ、 大入道 も 消ぇて しもうた。 

巧の 明ける ご 5 ;み た ミ 大きな 狸の 手が 落ち 了い る み ふ 誓た 乏 こったら 

ホ 木のう ろに、— 跡が っ， いていた ので、 中を のぞいたら、 大 古狸 竺醒 いたのち マサ 
カリで ぶち 殺して、 をれ を锭 って、 たやさ まへ 行っな て や。 

おや さまは 非常に 喜んで、 狗乘 通りの 金を 十一 兩 るら ったて や。 

昔の 金 杉 大した 金たん たんが、 有 平は 非常に 楽し くらず こごが できたて や。 いき；^，、， で 
—ん とさが つた。 

- 

シ， 

V.  > 蛇の目 玉 — 

ぐ-, 

あったげ ろ。 ある どころ じ、 ょ っぽで 良い男の 若 もんが あったて や。 

語 I をれ 力 いつを 草 刈に でる ので、 大 へん ヴ が、 男の 良い のをみ どれて、 「なんどかして 
嫁に いぎたい」 ど、 思って いたてで。 

ある 時、 女に ばけて、 をの 家を 訪れた。 をう して、 
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「今晩は 沿め て くれ。」 ど 言っ たら、. 

「私よ ひどり もの だが、 をれ でもよ かつたら 泊れ。」  そうした どころ ろ' 

「一人 もんは でう しても、 を 廻し が 悪い ので、 お前は まことに 気の毒 だ、 私が みんな 洗濯 
をして あげる。 ほころび もん もして あげる。」 どいつてから 一日 二日 どた つ 中に 
「どうか、 私を 嫁に して くれ」 ど 頼んだ。 を こで、 をの 男は 喜んで 嫁に した。 

一年た つど、 身 もちに なって、 子供が 生れる ようじ なった。 

「子を 生わ 時は、 どうわ 扇て くれるな。」 

をの 中に 子が 生まれて 、産ぶ 声を 高く あげたて や。 男は よろこんで、 

「子が 生まれた」 ど 言うて、 こっを り 部屋の 中を 見 たれば、 大 へんび々 わを ろいて を ロ 
上に かわいい しいかの 子を のせて いた。 見られて 驚いた 大 へんび は、 

「最早 や、 わ 前の 所に 嫁に なって いる こピ はでき ない、 俺が いなく  って 
たら、 私の 目玉を 一つ やる から、 これを めさせて くれ。 をう しるう もに 
派 こ. 育って 行く から。」 ど 言うて、 渡して 行って しまった。 

をの こどが 殿様の すには いった。 殿様は、  - 
「をんなめずらしぃものを、 ゎ上にぁげる。」 というて、 "^りぁげてしまった 
を こで、 をの 子が 腹を へらして 、火の つくよう じ 泣いた ので、 大 へんび はた まけて 


この 子が 泣い 
この 子ろ 立 
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をれ では、 ど 又もう 一つぶ の 目玉を くれてい った。 そこで、 どうどう 熙は 盲に なって しを 
た。 をの こ f が、 わ 上に 知れて、 又もや 取り じ 来た けれで も、 あまり 気の毒な の そ、 う 
どう 許して 行った。 

をれ から、 蛇は、 育な ので、 I 年の 年の たつのを、 どし やの 鐘に よって 知る ニ どに；^ った。 
いきか ホ* ンど さがった。 

ん\_ 魚 売り 

昔々 あったて や。 

あると ころに、 魚屋の 小僧が あったて や。 魚が あんまり 売ん ねん だんが、 山の 方へ 売りに 
行った て や。 をう したれば、 へんな 家の， 中から、 ば さが 出て 来て、 「わ— 魚、 買う 買う じ 
どい うから、 小僧が、 ばさばさ、 一 っぽ も 買う がいかい。」 「いやいや、 をの 魚 みんな わ 
いていげ。」 「お前 一人で、 こんげ いっぱい、 食ぇる かい； 3 「いや、 われは 魚なん か大す 
; きんが だ。」 VJ 言うて、 生の さばを、 ニ 一二 本 食べて しを た。 をう して、 ぜんわん じようを 
いっこう じしな いんだん が、 「ばさばさ、 かんじよう をして くれ」 ど 言う ク」、 「をう か」 

ど 言って 出て、 椿の 葉を 五 ホが 取って、 「ほら、 ぜん」 ど 言って 出した. ので、 「これば さ 
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これは 椿の 葉 だ。」 「そうか \ でんげんの がんが ほしいが だ。 だして 見れ。」 そこべ* 、魚 
崖の 小僧は、 さいふの 中から、 ぜんを 出して みしたら をれ を ひったく ってし をた。 小僧は 
わ こって、 - この ばばあめ」 ィ J 云う ど、 「なに 小僧、 われは 山う ば だ。 頭から かんで しも 
う ぞ。」 小僧は をれ を兒 て、 たまげて にげ 出した。 しかし、 魚は 取られ、 ぜんまで 取られ 
て、 くやしくて ならん ので、 「げ さの 家で をつ まづ りこ わして くっれ。」 と 云うて、 家に 
はい 上って 家を こわしは ねた。 ばばは、 しらないで 魚を 煮て、 はちを 取りに 行く どころ で 
あった。 小僧は、 のう も だけ (すぐ やねに しばって ある 竹^で、 かぎを こしら って、 をの 
魚 錦を ひきあげて、 みんな 取って、 から 銷を かけて わいた。 おにばばは、 「ゆだんし たこ 
まに、 よろ びの かんさ まに たべられて しもた。 今 費は もちを やこう。」 を こで もちが やけ 
る Vi 、 おにばばは 砂糖を 取りに 巧った。 をのす きに、 小僧は さわで、 をのを もを みんな さ 
して、 取っ てし もた。 わに ばばは 又 「ゆだんし たこ まじ、 いろりの かんさ まに たべられて 
しを た^こん では、 あまざけ でも わかして のもう、 、 あまざけを わかず VJ 、 今度は こう 
こうを 取りに 行った。 わに ばばは、 なにぎ なしに、 うしろを 兒る ど、 なべが 天井に のぼっ 
ていぐ。 兒る VJ 小僧が いたので、 「この どろげ う」 ど 言って、 どび 上った。 小僧は にげし な 
に、 おじ ばばに あまざけ 銳を ぶっかけて、 にげて しもた。 小僧は いっしよう けんめい にに 
げ て、 寺に とびこんだ。 「わしよう さん、 どうかた すけて 下さい。 わに ばばが 追うて 来た」 


7. 昔話 


どき！： う V 一、 「又 わに ばが、 をん ないた ずらを いている か、 この 押入れに かく つれ。」 そこ 
へ おにばば がわっつ いて 来て、 

「おしよう きん、 魚屋の 小僧が、 たしかに 来たは ホ だが、 早く 出して くれ。」 「あ、 をう 
か、 それでは ホ 戸 ばた へ 水を のみに 行った 以 

わに ばばは ホ 戸 ばた へ 行って 爲る ど、 自 みの 影が ホ 戸 じうつっ た。 もどより、 みま ざけ 雜 
を ぶっかけられた 目が かすんで るの だから、 小僧 だ ど 思うて、 井戸の 中へ f びこん だ。 を 
こで、 わしよう さんが ふたを して、 重りを してし もた。 わに ばばは、 井戸が わにつ か 至つ 
て、 「わしよう さん、 •どうぞ 肋け て 下さい。」 わしよう さんは、 「お前は どうせろ くな こ 
どを しないが らんが、 ホ 戸の 中に 死んで しを た 方が よかろ。」 そこで わじ ばば、 「われを 
助けて くれる ど、 おれいを 巧両 くれる。」 「いやいや、 助ける わけには いかん」 「それで 
はお 百両 やる。」 「まだよ 6 だ。」 「それでは 千 岡 箱 一つ やる。」 「こら、 わじ ばば、 うを 
をつ く 勺。」 「いや ほんど だ。」 「で こじわい たが だ。」 「うちの 彿だ なの 下 じ、 おのか 
ら VJ の 由に 入れて、 しまつて わい たんだ。」 「いやいや、 だして やる わけには いかん。」 

を こで、 「魚 崖の 小僧、 わじ ばばは 井戸の 中で 死んで しもた が、 わじ ばばは 千 雨 痛 一つ わ 
いた ピ賽 うから、 行って 暴よう。」 ど、 二人で 巧っ たくころ が、 あんの ごどく、 千两 箱が 
みった。 を こで、 わしよう きんは、 人を 苦しめて ためた 金 だから、 今营 はこの 金で、 多く 
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の 人を 朗 けて やる ど壽 って、 びんぼう もんに その 金を くれてし もた。 い‘ V5U. か， げ <^\>^け 

た。  . -,c.  V : . 一':.-- 

’ : 7; - 又'--.'.'.'、 

- . • ぐず ど."'  ぐ わわサ -、， 一 •ぃ 

I ，’  / . - \.  - ■ ■ I • - '• 

V-  ^ ■ - A r ) . . - 一-、  一 _ 

昔、 みったて や。、 かるを こを に •.、.おっかと ぐ ホ ど、 ぐ わち やの ご 入の 子供が あった。 窺 

の 命日に、 わしよ-う をん をよ ぶこ-ごに なク た。 ぐずに、 「お前、 •わ 寺 様に 使いに 行って 来 

い以 をう しを ど、. ぐずは、 お. 寺 様に 使いに 行って、 つ わしよう さん、 早く わ絳 読みに 来て 

. 

卡 さい。」 ど 言う ど、 奥の そで、； ピ あわん/., \ とお 專が あつた ので、 家へ 婿って 来た。 

- r 今杆 って 来たれ。 J MI; わし'‘ •よ'. 子 さえは Ao うい われた え。」 r じを わみ'^-'--^ とい わした」 
、つば •かやろう、 をれ は'、 ねこ ど 一い う をんだ。」 「をれ では、. ぐ わ もや や、 お前 巧って 来と 
^ をう するど.、 ぐ わち やが、 「おしよう さん、 お経 読を じ 来て くんなん しよ。」 く 言う と.、 

V 

うらので で、 •「わん、 わん」 • f いうを 裏が あった ので、 家へ 帰って来た。 「今 行って おた 
れ。」 「和し' ようさんは'、 みられる か。」 「わしよう さんは、 わんわん どい われた。」 「 
「ばか やろ、 それや、 いぬ ど 言う もんだ。」 「ぐず、 お前は、 よく 使いを して 来い。」 を 
こで わ 寺へ 巧って、  , 
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7. 昔話 


「わしょう きん、 わ 経 読みに 来て くんなさい。」 くころ が 「ここけ っこう」 f いう お 害が 
あった ので、 家へ 帰って おた。  ‘ 
「いまき たれ。」 ど 言う ど、 

「どうい われた」 

「けけ けっこうと いわれた」 

「ばか やろ、 をれ はにわ どり だ。」 を こで 

「をれ じ や、 ぐ わち や、 お前、 行って 来い。 ょく 使いを して 来い。」 ぐ わ もやが 行っ たど 
ころが、 「もう」 ど 云う 返專が あった ので 家へ 帰って来た。 帰って来て、 

「でう いわれた」 どき かれた ので、 

「をう— どい われた」 

「もう] どい うのは、 なりの 牛た。」 

「こんだ は、 われが 行って 来る から、 ぐず、 わ 前は かまの 火を たけ。 ぐ わち や、 お前は わ 
つゆの 火を たけ。」 ど 云われて 、火を たいていた。 どころ が、 かまが にいた つ ピ、 ぐす ぐ 
すと いいだし たので、 「ホィ オィ」 ピ返專 した。 いつまで めても、 ぐす ぐす ど 云う ので、 
「、ゴ いおい おいおい。」 どあ惠 をして いたど も、 あまり 云う ので、 「いまいましい ば 力 
やろ _ ど 章 〔うて、 ぐ 中は かまを 庭へ なげとばした。 ぐ わち やは もつ ゆが じしず つど ぐ 
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わち ザぐ わち やぐ わち や と言うので 「わい、 おい」 £ 巧惠 をし Y 一い 记が 、ミ；. r、：~. 、’ o っ、- お 
こって 又、 なべを 護へ なげて しもた。 を こへ、 かっ 4 が 帰って来られて、 「 ら、 C にを 
ぅけん かしてい るが だ。 を こら じゆぅ、 まん まだらけ にしたり、 わつ ゆだらけ にしたり し 
て、 この ばか やろ ども。」 どし かられた。 

「いや、 いくら お 蓮しても、 はてしがない がで、 おこって なげた が だ。」 

I’ ばか やろ、 かまが にいた てば、 ぐずぐず ，じ 云ぅ のは、 あたりまえ だ。 なべが にいた てば 
ぐ わち やぐ わち やい ぅのが あたりまえ だ。」 ど 言われた。 

をのぅ ちに、 わしょぅ さまが こられた。 を こで、 しかたな しじ、 わしょぅ さまに、 あま ざ 
けで も わかして やろ ど 思ぅて、 二階に 作って わいた ので、 「さあ、 ぐず、 かめを わろ すか 
ら 、けつを しっ かり おさえれ。 ぐ わち や、 お前は はちを わさ えれ、 いい か、 おろず ぞ 、わ 
さえて いるろ^ 

「あ、 しっ かり、 わさえ ている。」 といぅので、 かっ かが 手を はなす ど、 す ど！ ん ど、 わ 
って、 かめが われて、 そこが だいなしに なった。 

「ばか やろ' ども、' どこに わさえ ていた。-」 

「ほら 兒 たがいに、 わらな、 こんげ にけ つを しつ かり わさえ ている わかし。」 

「ほら、 こんなに、 はらを しつ かり わさえ て，， るね かし。」 
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ス 昔話 


「ならが ような もんに、 かもわん ねぇ、 この ばかやろう。」 

いきがげ}‘ んピ さけた。 

いお 釈迦 様の 葬 ま 
昔、 るた たてんが な。 

わし やか さまが 死なれて、 動物が、 みんな 葬 化に 立つ こどに なった て や。 どころ が、 けら 
つつきは、 をん まり しゃれこいて*^ かがみの 前に 立って、 自 みの 姿に 見 VJ れ ていたた めに 
舉 礼の 間に合わな かった。 を こで、 わし ゃわ さまは、 お前の ような 奴には、 命の ある だけ 
一日に ミ 匹の 虫し わくれ ない。 を こで、 けらつつ きは、 をれ でもを いたらん ので、 昼間は 
一生懸命に 木を つつき iA わって、 巧になる と、 くちばしが いたいので 一 晚 ホない ていたて 
ゃ。 

すずめは、 •わは ぐろ つけて、 わ そくな つたので、 あまり あわてて、 わし やか さ 主の どこ 
へどび こんで、 おしゃ かさまの 枕に けつ まづ いて、 をれ から、 歩く こどが できないで、 一 
足 どび に、 ぴ よんび よん ど、 どぶよう になり、 わし やか さまのを うしきには 間に合つ たの 
で、 稲の 穗 をくても よいよう になった。 ねこは、 をの 日、 仲禪 げん わして いたので、 わし 
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やか さやの 葬式には、 ょせられず、 げろうに なつた ど。 

いきか ぽ^ — んど さろ つた 

仆 けんかす る 家 

- 

昔、 あったて や。 ある どころ に、 けんか ばっ かりして いる 家が あったて や。 ある 日 は' 
あばが 出て、 

「あ、 わ 寺の けやきの 木にから すが 巣を くった。」 ど 言うた て や。 をう するど、 嫁ろ し 
つも、 にくまれ ロ ばかりき いている ので、 からす どは 承知し な 力ら 
「* まさ ば さ、 あれは、 にわとりの 巣 だ」 ど 言う ど、 ば さが わ こって、 

「にわ どり が、 木の 上に 輿を くう か。」 

「くて るから、 くて る ど 言う の だ。」 ど 言つ ている く、 を こへ 义 、みに^ もて 

「ん I、 わら かか、 なかなか やるな。 ょし、 われ も、 どつ ぴな こどを 言うて やれ。」 ど 思 

って、 

「あれは 馬の 巣 だ。」 ど 言った。 

をう して、 I 二人して 「馬 だ」 「にわ どり だ」 「からす だ」 ど 言うて、 けんかを してし 九。 
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を こで、 ば さが、 「をれ じ や、 わしよう さんに きくか。」 よし、 をれ がよ かろ. I 「あしこた 
あさげき きにいこう。」 どい うこ どじな つた。 を こで、 ば さは、 巧 I ト たが、 て、 「 あ 
わしよう さん、 わらう ちの もの 化、 やぼを いうる のは^ 心い。 あのから すの 巣を 话て 、にわ 
どり だの、 うま だの どい うてい るから、 よくき かしてを らいたい。 みした きき じくる から 
。 」 ど 一 育って 帰った。 

を こで 又、 嫁が ' 解 h かたがいて、 

「わしよう さん、 お前さんの けやきの 上に、 からすが ずを くた ごも、 いつもに くま 可 ロ' よ 
かりきい ている ば さなので、 われが にわ どり の 巣 だ d 言うた ずけ みした はどう か、 こっ 
どり の 巢だど 言うて くんなん しよ。」 VJ 言って 帮 っ i > 。 

こんでは、 あにが、 义觸 I 升た がいて、 

- わしよう さん、 わ 前の けやきの 木の 上にから すが 棠を かけた ピ も、 をれ で、 われ ま、 馬 
の 巣た ど 言うた から、 馬の 巣 だ ど 言うて くんなん しよ。」 どき 〔って 帰った。 

よくあさげ、 S 人して、 わしよう さんの 巧 じ 行っ た。 を こで、 ば さが、 

「わしよう さん、 あれは、 からず でしよう な。」，^ いう ど、 「あ  >-、 から 寸 だから 广ち」 

ば さは、 「をれ みれ、 から すだこ ど。」 

そこで 嫁が、 
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「わしよう さん、 あれは にわ どり でしよ。」 

「み、、 にわ ィ」 り だ、 にわ と り だ。」 

よめは、 「巧れ、 みれ、 にわ どり だ こど。」 

を こで、 こん Vj はを 人が、 

「わしよう さん、 あれは 馬の 輿で しよう。」 

「あ、、 うま だ、 うま だ。」 ピ いつた。 

そこで、 ばあさん がわ こつて、 

「わしよう さん、 お前さんは、 きのう、 からず だ ど 言うて、 馬 ど 詩えば 馬、 じ わ'" り どい 
え ば にわとり、 いつたい 、ごういう わけなの か、 きかしても たいたい。」 ど 言う ど、 を こ 
で わしよう さんは、 

「あれは、 巢をかけたばかりで中は、 からだから、 からず^^いう。 にわくりどいうのは、 

I 羽で G く、 ニ 羽して 巣を かけた の だから、 にわ*^ り。 又、 馬の 巣 どい うのは 巣を かけ 
たぶ かりで、 たまごを うまぬ から、 うまの 巣 どい うのた。」 どい 0 ました 
「をん G どころ へ、 へりくつを つけて、 しごと もし だいで、 酒 ニー 升 出して、 をん ばつ かし 
て、 なんの どくが ある。 をれ よりを、 みんなが きを もよ く、 働いた 方が、 よつ ほで まし お 
け 心 かを する VJ、 びんぼう ずるの だ。」 どい われた て や。 いきがげ— んど さけた。 


-306- 


? .昔話 


. / パ. 化物 ど 座頭 

昔、 あったて や。 或る 村の 堂 様に、 毎晚 、ばけ もんが 出て は、 わ詣 りする 人を 巧ら して 
いたて や。 

ホる 曰、 一人の ざ どを が ペン ぺ ごと 弾きながら、 このが にやっ て 来た。 を， っし た- 
れ' ず'、  子供が  4 たまって  ヮ X ヮィ  言うて  いるので、  「なら、 何が ある や。」 ど 聞いた て や。 
村の 子哄は 「ここにが の 堂 様に 出る ばけ もんを 退治して くれ どい う 立 かが 出て いるが らム 
ど 章 〔うたら、 ざ どん ぼは、 「ょし、 儒が 退治して やる。」 ど 言うた。 

をの 晚 、堂 様の 中で、 だ*^ ん ぼは、 頭に かな ばちを かぶって、 ペン コ ペン コ 弾いて いた。 
をう して てん ご (手 お：^ におを 包んで わいた て や。 をの 中に だんだん 巧が おけて 巧 ホに^ 
ったて や。 ほうずる と、 大風が 唤 いて 来た 力 ど 思うて こ A たは 生奧し 風ろ 吹して くるて 
や。 をう して、 でっ こい 声で 「を こにいる 奴は 何もんだ。」 と、 何 かが わ どしつけ るて 巧 
ざ どん ぼは、 「われは か*，/^ ばちの ばけ もんだ。 お前は 何もんだ。」 ど 一言う たれば、 「條は 
この わ 堂に すんで いる ばけ もんだ」 ど 声が したてや。 ざ どん、 「をん ならば、 でっ ちの ば 
け もんが 強、 f い、 たたきっ くら (啡 きくら ベ-をし ょう。」 ど 言うたら、 ばけ もんは 「わ 
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— :> 」 ど llll 〔うたて や。 

をう して、 けんを ぶって 騰っ たもん から、 先き にたたく こ VJ にした。 先 ホ、 ざ どん ぼが 
手で ばけ もんを バ チヤン どた たいた。 今度は、 ばけ もんが ざ どん ぼを たたいたら、 手が い 
たくて たまらん て や。 をう して、 「お前は 何で をん なに 固い の だ」 どきいた ので、 「偏は 
夏の 暑い 時 じ 川へ 入ったり、 砂 かぶった りして、 がを ほして 固く したの だ」 ど 言うた て や。 
こん ピはざ どん ぼが、 てん ごのおで 力ま かせに たたきつけたら、 ばけ もんが 「う] ん」 VJ 
うなって すく だまって しもた て や D 巧が 明けて がの 人が 来て 見る VJ、 でっ こい 蜘贼 が锭卷 
し て う っ て い た の で 、 ン な で 殺 し た て や 。 い き が ポ I ン VJ さ が っ た 。 

"こめ VJ  ぬか  一 

.昔、 ぁった て や。 

ぁる どころ に、 ぬか どい う 子が みったて や。 生れて すぐ 母親が 死んで しもて、 それから 代 
りの 西' 親が 来た。 間 も，、：：^  く 年 まれた 子に こめ どい う 名を つけた。 母親は、 こめば かりを 巧 
愛が ってい るてんが な。 

或る日、 二人の 子供を 栗 拾いに やる こどに なった。 こめには 米团 子を、 ぬかには 綠团モ 
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を あつけ、 また、. 袋 もこめ にはい い 袋を あつけ、 ぬかには 破れた 布れ 袋を あつけ て、 栗を 
ぃに ゃった。 

山に ついて 二人で 栗 拾いを 始めた。 ぬかが 拾ぅ 栗は、 袋が やぶけて いるので、 ンな 落ち 
てし もぅ。 こめは をの 後から、 ンな 拾ぅて しを ぅてんが な。 

わ 昼に なうた でを、 ぬかの 袋は 空 っげで、 こめの 袋は いっぱい 拾った。 緑 食を 食ぅ どて 
出して みたれば、 ぬかは 綠团 子、 こめは 米团 子が 入って. いた。 そこで、 ぬかは. 米团 子が 食 
いたいので 「條 にを 一つ くれ」 と 喜ぅた が、 こめは 「やら べん こ」 ど 言ぅて、 一つ も吳れ 
なかった。 ぬかは 仕方がな いので、 線团 子を. 货 ぅどしたら 、手っ ぱ ずれて て、 コ。 コロ  VI 
ころがり 落 もて 行くて や。 ぬかは 「陆子 待って くれ、 团モ 待って くれ」 ど 言ぅて、 団子の 
後を ぼっかけ て 行った。 团 すは 下へ 下へ VJ ころがり、 ぬかは ぼっかけ ていく ど、 地蔵 様が 
立って いられた。 

「地蔵 様/地蔵 様、 ここへ 团 子が ころがりこんで 来なかった か」 と 聞いたら、 地蔵 様は 
「团 子は ころんで 来たが、 梅が 食て しもた。 をの 代り、 お前は いい 子 だから、 ま 箱を やろ 
ぅ。 この 箱は 何でも のぞ わ もんが 出て くる」 

ど 言われて、 をの 箱を もろた ど。 を こで、 ぬわが 「砂糖 団子 出れ」 どき 〔ぅたら、 記る か 
ら にぅまを ぅな、 甘い 砂糖 囲 子が 坦 てを たて や。 


~8  0 9 — 


ぬかが 葛んで、 をの 砂糖 巧みを 食うて いると、 こめが、 「お前は、 そんげ G 、 う 主. をうな 
团 子を Vj っから 持って 巧た」 どき 〔うた。 ぬかが 「地蔵 様から もろうて 来た」 ど 一青うたら、 
「條 にも キみ くれ」 ど 言うた ので、 ぬかは よい 子 だから、 こめに も 半み くれたて や。 

家へ 帰る ど 母親が、 こめには 栗め しを して 食わせ、 ぬかには 線团子 ばっかく わした。 ぬ 
かは 栗 飯が 赏 いたいが、 嘗 わせられな いので、 ま 箱から 「栗 飯 出れ」 ど 一一 一一 〔うて、 莱 飯を 出 
して 食た。 

翌日は 黨 年祭で、 こめに いいき ちんを 着せて、 保 親は、 こめば っか 連れて、 わ 祭り 場へ 
行った。 行ぐ 時には、 ぬかに 仕事を いいつけて 「お前は 留守居を して、 せいふろ の 火で も 
たいていれ」 ど 言うた て や。 

むかが せいふろ の乂 をたい ている ど、 を こへ 地蔵 様が あらわれて、 一 お前 もせい ふろに 
入り、 いいき もんを 看， て、 お祭り 場へ 行く がいい。」 どき 〔われた。 を こで、 ぬかは、 せい 
ふろに 入って、 ま銘 から いろいろな もんを 出して、 白粉を つけたり、 きんし やの きもろ‘ を 
きたりし たれば、 がの 女の子の ようになって、 わ 祭り 場へ 行った て や。 

9 かよ、 を どから いど しげな のに、 いいき もんを 着て、 けしよう をした ので、 人が たん 
まげて 兒 ていたて や。 隣村の おや さまの 人がぬ かを 見て、 「わ 前は どこの 子 だ」 ど 言われ 
たので、 「ありん どんの 子 だ」 ピ一 育うた て や。、 お祭り 場で、 こめを 是 たので、 巧 餅を 買 
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うて くれたて や。 こめは、 母親に、 「わら、 ぬか じょう 似た、 いいき もん 着た、 いど しげ 
の あね さから、 巧 餅を 買うても ろた。」 どき かした。  . ..  -- 
をう してぬ かは 家へ 帰って くる ど、 また、 地蔵 様が あらわれ たので、 ょうく 礼を 一斉 うた 
て や、 地 藤 壌は、 「.これから お前 じ 大変 ドみ 福が さず くので、 もう、 このま 箱 も 用は ない。」 
ど' 一言うて 持って いかれた て や。  .， 

をの かの 日になる ど、 村の わ やさ まど 隣村の わ やさ まが 来られて、 「ここん もに ぬか f 
いう 子が いるが、 嫁に くれ」 ご 言われた。 母親は、 「をれ は、 ぬかでなくて こめだろう の 
ぬかは、 きんな はわ 祭り 場に も 行かぬ し、 こめが わ 祭り 場に 巧った がんだ の。」 ど 言うた。 
隣の わ やさ まは、 「そうか、 それでは 二人の 中、 巧の 上手な のを 貸っ ていぐ、 また、 をの 
ホに くる。」 VJ 言うて 帰った。 

を こで 母駕 は、 こめには 一 午 けんめいで 巧を きかせ、 ぬかには いっこう ど 聞かせない 
てんがな。 こめは いくらき かしてる きかしても 覚ぇられない。 嗔は追 だ f 。 めかは わき 
ったまで きいて、 みんな 覚ぇて しもた。 

隣の おや さまの 来る日に なって、 こめが うたっ た。 

「今日の 猫の 糞、 いきが たって- ホャ ホャ」 

今 安は、 ぬわが うたった が、 追み けを 上手に いい 声で うたった て や。 
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隣の わ やさ まは、 「これ こを、 わらち の 嫁 だ。」 ど 言うて、 ぬかを つれて 帰られた ぞ 
れ からぬ かは、 I 生を 楽に 暮 した。 いきが ボ！ ンど さがった。 

う 鬼 どわ镶 さん 
昔、 あった て や。 

昔 あるが の わ やさ まに、 まこ f にい ど しげの お 壌さん がかっ たて や。 わ 壌さん は續 立の や 
さしい、 親切な 子であった。 

或る時、 村の 鎮守 様に わ詣 りに じっ たれば、 おっか G い 鬼が 一二ち 鉄の 銳 にしは りっけ 
られ てつな が 勺て いたて や。 をの 鬼で もは、 もう すっかり やせて 力が なく 弱っ ていた を 
こで わ 壌さん は、. まこ f に 気の毒に 思うて、 でっ こい 握り飯を 一二つ、 家 ろら 持っ てきて 
一 つづつ ぉに くれた。 するど、 鬼は 元気に なって、 強い 力を 世して、 をの 鉄の 鑛を きって 
しもた。. をう して わ 鶴さん を さらっ て、 山へ 逃げて 行っ てし もたて や。 

さあ、 家では 大 鐘ぎ。 どうしたら ょかろう、 相手は 鬼 だ、 しかも 黒山 どい う 奥山に いる 
いで、 を こまでは ょういな こどでは いかれ だかい。 ど 言うて 大跑 りだった— 

をの わ やさ まじ、 權朗 どい う 正直 もんの 若い おがいた て や。 權 がは 「旦那 様 俺が 崇 
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山/ って、'  わ 壌さん を 連れて 参り ましよう。」 ど 申し出た て や。 旦那 様は- r わ] 権 助' 
、それは 有難い。 まかりまちがえば、 わ 抓の 命取りになる から、 よう 気をつけて 行っ てく 
れ 。がを 連れてき た あかつき じは、 お前を わらち の寶 にす る。 権 助、 頼 心。」 ど 言わした 
て ミ 

を こで 権 肋け 身 ごしら いを して 出かけた。 野を 越し 山を 越して、 さんざん 苦労して、 黒 
こっ、- たて やが をし たれば 鬼 共は 留守で、 お 壌さん ばっかりだった て や。 権 助は 大変に 
喜んで、 「さあ、 権 肋が 迎え じ 来ました •早う この 山から 逃げ ましよう。」 と言うた。 す 
る どわ簇 さんは T いやいや、 をん なに、 じよう さもな く 逃げ出す こどは できん。 この 山 じ 
は、 人が 来る ど 一人に 一り んづつ 咲く つつじが ある。 お前が 来たので また、 ひ f っば、 わ 
たしの のく 合わせて 花が ニっ ば 咲いて いるの だ。 をれ だから、 鬼 どもは 帰って くる ど、 必 
"ホ わたし— ん f る V ろ， っ。 をの 時には、 わたしが 上手に だまら t て、 酒を 飲ませて 
靜 わせて やる。 をのず きに、 この 山に ある 車に 乗って 逃げ出を う。 ここに あるの ろ 一日た 
千を を I- が 千里の 車、 をの わきに あるの が、 少し 小さい がー 日に 五ち 里 走る 車で 五ち 里の 
.車、 この 五を 里の 幸は、 千里の 車の 半み しか をらぬ が、 をの 代り、 山の 上で も りの 中で 
も どこでも をる 都合の よい 車 だから、 これに 乗って 逃げ ましよ。 で 重、 わたしに まろせ て 
ください。」 ど 言うた て や。 


-818- 


B 


をの 中に'  鬼 Vj をが ド ャドャ ど 帰って来 たて や。 をう して ニっ ぱ 咲いた つつじの 巧を 見 
て、 すぐ わ镶 さんに 蘭いた て や。 「見れば っっじの 花が ニっぱ 咲いて いるが、 誰か 人間が 
ホた な。 誰が 来た。 かくす ど ためにな らん ぞ 。 」 ど 言うた て や。 わ镶 さんは、 「こんな 奥 
山に . A 聞の 誰が 来る をんで しよう。 わたしが さらわれ てこの 山に くる 前から、 身持ちに 
なって いたので、 やがてを の 中に 子洪が 生まれる ようになった ので、 つっじが 二っぶ 咲、， 
たので しよう。」 と言うた て や。 

これを 銷 いて 鬼 共は を 也して、 いつもの ようじ、 酒を たらふく 飲んで、 さんざんに 酔っ 
ばらって、 ンナ 寝て しもた て や。  ' 

を こて わ鎮 さんは、 「權 助、 このまに 早う 逃げよう」 菁 うたて や。 権 助は、 「俺が こ 
の 山に くる 暗に、 わ 寺から 魔よ けの ニ I がの 化を もろて 来て あるので、 これが あれば 大ホホ 
だ」 ど 言うて、 二人は お 百 里の 車に 乗って 逃げ 抽 した。 

や 力て、 たいがいに なって、 鬼 共が 目を さます ど、 わ 壌さん がいない、 ふしんに 該 うて 
そこらを 探し たれば、 五百里の 韋 もない，. 鬼 共は、 「さては 逃げた か、 をれ、 後を ぼっか 
けろ。」 ど 千里の 幸に 乗って、 後を 追い かけた。 千里の 毕に はかなわん、 やがて i りっか 
れ そうちな ったので、 権 肋は、 I がの 札を どり だして 「大山に な] れ」 と 投げ出した •見 
る 見る 中に 大山が できた。 千里の. 車は この 大山を 越す には、 なかなか 手間が ト かった。 を 
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の 間に 五百里の 車は 先へ 先へ ど 進んだ 心 やがて ま. た 追いつ われそう じ なった ので、 「大火 
專 にな— れ」 ど 言うて 一 おの 札を 投げた。 あたりが 一 めんの 山火專 になった どこを、 千里 
の 車は まごまごし ている。 また、 追いつかれを うにな ったので、 「大 川に な— れ」 ど 最後 
のがを 投げた て や。 をう しる 大 m が 化た。 鬼 共が をの 大 川に 手間で ってい る こまに、 ニ 
人は ずっ ど 先へ 進んだ， やがて また、 追いつかれを うにな ったが、 もう A も 可 もない。 そ 
うし たれば、 わ攘 さんが、 をの 方に むけて、 けつを くるっ VJ まくって たたいて 見 甘た て や 
鬼み はわ わしくて 笑い 巧した。 あんまり わかしくて 車 4ら，. 惡 ど. ちは-をち てし もたて を。 こ 
のず きじ どうく う 家. へ 逃げて 来た  < 。をう して 家へ 来てから、 鬼の 大嫌いな よもぎ どし よ 
う ふを 家の 巧 じきしても いたて や。 よもぎは 鬼 まきの 诣 ，こ 言うて、 また、 しようぶ よ 鬼 
きりの 赞く  i 育うて、 鬼で もが わ をれ ておづ かない もんだ て や。 

やがて 鬼で もは 来たが、 よもぎ V 一し ようぶに わ をれ て、 五百里の 車を 持って、 千里の 章 
じ 乗っ て 逃げで しもた。 さて、 権 勘は 約 東 通り、 わ やき まの 寶に なって、 I 生 楽々 ど舊し 
たて や。 いきが ポ ー ンピ さがった 0 
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昔、 あった てんがな。 或る ごこに、 かっ かどぐ つどいう 子 ど ばた どい う 子が あった。 
つん' 5 如は よう 前に 死なれて しを たてんが な。 つ あつ あの 法事す る こご に^って、 かっか 
が ぐ つ ど ばた に 「^:^ら、 わ 寺様 の 巧尙さ ん へ 時みづ か い に 斤 っ て こ い。 」 d 言 うた てん が 
な。 ぐつ ど. よたよ、 「あい。 巧って くるで も、 財尙 さんて や でんげ な もんだ」 どきいた の 
で、 「和尙 さんて や、 黒い きをん を 着て いる もんだ」 どき わした てんがな。 

を こで、 ぐつ どが たは、 お 寺 様へ 行ったら、 巧に、 からず が 止っ ている てんが G 。 これ 
がお尙 さんか ど 「和尙 さん、 和尙 さん、 打 どきの 時み がいいから、 来て くんなん しよ」 ど 
一 育うて 帰って来た てんがな。 

家に くる ど、 かっかが 「和尙 さんは 何とい われた」 ど 聞かれた ので、 「が尙 さんは 巧の 
どこで、 力 ァヵァ 返垂 しられた。」 V 二言うた。 かっかは 仕方がな いので、 「わらが わ 寺 
様へ 行って くるから、 なら 二人で、 この 銷の乂 をたい ていれ」'*"* いしつけ たてん グ 

をの 中に、 錐が 煮えて きて、 ぐつ ぶた、 ぐつ ばた くを がして 来た。 をう しる ど、 ぐつ ど 
，■^ い；^ は、 「わい、 わい、 わい、 わい」 ど返專 したが、 いつまでた ってら きりがな いので、 
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銷を おろして、 わに やへ ほん 投げて しもた てんがな 

かっかが 帰って来 たが、 お尙 さんに あげる ご^つ おがない ので、 二階から 甘酒の かめを 
わろすこ^0にしたてんがな。 そこで、 「ぐつ も ばた も、 所^を しっかり わさいて いれ」*^ 
言う たれば、 自 々のけつ を わさいて いる てんがな 。かっかが 「いい か、 もろす ぞ けつを 
わさいた か」 く 夏う たれば 「あ、 しっかり わさいて いるで」 ど 言うた ので、 甘酒の かめを 
わろ したれば、 かめが 割れて、 中の 甘酒が ンな こぼれて しもて、 お 户^の ごっつ わになら 
ん かった てんがな。 いちがぶ らん ど さがった。 

、米と 綠ニ 

. . • * • 

昔、 あった てんがな。 ホ ど 線の 二人の かっ子が あった て や。 米は 今の かっかの 子で、 様 

は 亡くなった 前の かっかの 子 だ Vi。 かっかは 線を に^  0 がって、 米を 可愛がって いたて 巧 
{^私^如はょを へ慟らきに行かれて當守のがんだ""-*。 

- 或る 秋の 曰に、 かっかは 二人 じ 山へ 栗を いに 行って こい ど 言うて、 ホには いい 袋を あつ 
け、 禄 には、 げ^の 破けた 惡い 袋を みっけた て や。 

二人 ま 山へ 巧って 栗を いした。 線の 袋は、 いくら 拾うても、 七っ ども 栗が たまらん て や 


日 募れに だって、 綠 はやっ ど 気がついて、 泣いて いたて や。 をう したれ ぶ、 ホは 也の やさ 
しい、 よい 子で、 自 みの 抢 うた 栗を 半み くれて 家へ 帰って おたてん がな。 

かっかは 慷が米 ど 同じ 位に 栗を 拾うて 来たので、 いじめて みようがない C をっ り ゃ だん 
が、 なわ 更 、にっく なって、 寝る 時に ホを 朱の 中 じ 入れて、 線を 祿の 中に 入れた て や。 を 
うしたら ば、 ホは レ か 2, ので、 米は 死んで しを たし、 練は あった かいので、 綠は 生き 
ていた てんがな。 いもが ぶらん ど さがった。 

‘ 雲 雀 

下 

昔、 をった てんがな。 雲雀は； 献ク屋 (をめ るの や^を していた。 天道 攘が排 の 衣を 染めて 
くれ V」 いうて 註文した ので、 雲雀は きれいな 緋の衣を 染めて やった てんがな。 天道 緑は い 
っこう ど 金を がわない。 いくら 催 化しても よこさん。 をの 中に 雪が 降って 冬と G り、 养の 
雪 消ぇを 待って、 天道様の どこぇ、 をを 舞い 上って 金の 催促に 行く がんだ ど。 

「天道に つく や、 金な せ、 金な せ」 というて 催促す る。 する ィ」 天道 横^、 

「何 だ」 VJ 言うて 大きな 声で 叱る てんがな。 雲雀は 化り つけられて、 空から 逆落しに 地べ 
たに わ もる がん ごて や。 をれ でを あきらめ がれ ホに、 またも 空を 上って、 
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「天道に つく や、 金な せ、 金な せ」 

ど 催 が に 行 く が ん だ f 。 ィ キ は ポ f ン ど さ ィ こ 


ろ 驚 


ど 


ム巧 


昔 あった てんがな。 みる どこに も宮が あった  た- 

くって  卵を」 と S ご -- の 木の 太に 驚か 每年巢 をつ 
一て 巧を 逢 ィ ていたて や。 どこ ド i 、 ノ J 

ので、 ii っ 毎年 U 力ら 貪ろ 化て？、 卵を ンな較 ってし？ 

のて 驚 力 おつて 鳥の 仲間に 相ぶ しこ てん； ぶ。 

、ぶ： ど 一一 弓-;.、、  てん？ をう して 誰か 熊を 退治して くれる もん ま 

r ... チヤ ソキ ヤツ (みそさざい} が、 .ブ 1 ; 昼 台ノ广 I 
ろ っ た っ ^ f ， 心ヵゴ れろ遽 治して くれる ど 言つ て 
ネ 葉ろ けにろ くれて 熊の くるのを 待つ 广 、こで り。- 

.、 、 、ト ノ户，  f \ C すて や をう するど 熊が 瑪れて 来た ごん 
ろ (.チ ツチ ヤツは 熊の 巧の 中へ、 ずぐ  こ ー马  身ず すん 
、 っ 巧 A すてで 育^の 耳の 中を、 あつちを ちつっ 
き こ つ ち を 突 つ つ き し た れ で 、 り巧 ま 亨 三 つ 
巧んで，) .こ。  タ .1 只‘」 苦し ろ っ て？？ 未 t 地べたに ほげ ずり 蔡 ちて 
巧/でし^^ず ど をう し .こ 可で ぶ a っ、、 1 コニ 

/れ i 餐ヵ こつずい 喜んで、 わ 前に， 

すけ、 三 胃うて、 r ツこツ 。た、、 ； f ゴネ .てよ ^わろ らィ 

てく わん S ようと。  てが の 動物 ろチャ' ソチ： を どっ 

{ で ど しきろ ホ I ンど さけた。 
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. パ 鶴ど窜 一の よび. 合い 

昔、 あったて や。 ある V； ころに 鶴 ク」 亀が あって ゴッッ ホの よび 合いを する こどに した。 
先ず 鶴が 憩を よぶこ どに なった。 鶴は ゴッッ ォ をして 深い 壺の 中に 入れて 用意して いた。 
幫が 喜んでよ ばれて 来た。 鶴は さみ さあ VJ ゴッッ ォを幫 にず すめて、 自分を くちばしを 壺 
の 中に 入れて うまそう じして 貪て いる てんがな。 詹も 食わう どして 旨を つっこんで みたが 
壺 なので 营を 短く をう こどが 出来ん て や。 鶴 一人が ムシ ャ ムシ ャ 食て いるのを くやしげ に 
見て いたて や。 よし、 今度は 俺 も 西ら せて くれる ど 思うた て や。 

こんでは 鶴が 舊の くころ へよ なれて いぐ こどに なった.。 幫は ゴッツ ォ をして、 平の 鍵の 

. • - . - - . • 

中に 入れて 用意して おいたて や。 を こへ 鶴が 喜んでよ ばが て 来た。 詹 はさ あさみく ゴッッ 
ォを 鶴に すすめて、 自分 A 鉢の 中を なめてう まを うじ 食て いを て や。 鶴を 食わう どして、 
くちばしで 鉢の ゴッッ ホを 食わう どした でを、 食う こどが できん？ 亀 一人が ヒシャ ヒシャ 
どを ている のを うらやま しげに 見て いる ばっ か だ ど。 いき やぼっ こり 0 
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ゾ ，狐 

昔、 あった てんがな あ。 或る 村に トツ ツア ^ 力 力が ずんで いたてん がな あ。 トツ ツアは 
毎晚 遊びに 出る てんがな 0 

或る 晚の こど、 トツ ツァは 夜遊びに 出て 暫く 立つ ど、 もう 帰って来た。 「遊びに 行った 
でも、 いっこう ど 面白う ねえから 帰って来た。 力 力 や、 アブ ラゲ マンで をたい て くれ。」 

ど 言っ たて や。 そうして マン マたい て 食わした ピ。 

トツ ツアの 顔を 見る と、 左の 眼が 目っ こだてん がな。 はて まあ、 わかしい な。 わら どこ 
の トツ ツァは 右の おが 目っ こな 箸 だが。 さては、 こいっめ、 山の 狐が トツ ツァに 化けて 来 
たな ど 思った が、 知らん ふりを していた。 

をの 中に、 ほんとうの トツ ツアが 帰って来たら、 狐は でっかへ 巧って しもた ど。 そこで 
トツ ツアに 今 巧の こどを 話して、 あしたの 晩 じ、 また、 きっ ど 狐が くるが、 でう したら い 
いだろう。 二人は 相談して 、トツ ツアは 巧 遊び じ 巧った ふりを して、 家 じ隱れ ている こど 
I じした てんがな。 

かの 晚ゾ じなる ど、 やっぱり 狐が トツ ツアじ 化けて 来て、 アフラ ゲ マンを たいて くれ ご 
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言ぅた てんがな。 力 力は 「アブ ラゲ マン マを たいても よいが、 お前は いつも 装の 中にはい 
るは いる ど 言われる すけえ、 わら、 いや だんし！！ と言ぅ たれば、 狐は、 「わら、 袋の 中に 
はいる なんど 言わない。」 ど 言ぅた てんがな。 をれ で アブ ラゲ マン マを して 食わせた。 食 
ぅたれば 狐は 「ヵタ や、 わらを 袋の 中に 入れて くれ」 ご 言ぅた ど。 「力 力は、 「袋の 中に 
入れても よいが、 お前は いつも、 袋の 中へは いる ど •上の 方を くびれ ど 言われる すけえ、 
わら、 いや だんし」 ど 言ぅた と。 狐は 「をん げんこ ど 言わん。」 ど 言ぅた てんが G 。 

そこで、 袋を 袋の 中に いれ たれば、 狐が 「力 力 や、 袋の 上を くびって くれ」 £ 旨ぅた も 
力 力は 「くびっても よいが、 お前は 何時も、 止を くびる ど W け 叩け ク- 言われる ずけ え、 わ 
ら 、いや だんし」 f 言ぅたら、 狐は 「わら、 たたけなん"^ 言わん」 ど 言ぅた てんが G 。 を 
こで、 袋の 上を くびる ど、 狐が 「力 力 や、 袋の 上から 叩いて くれ」 f 言ぅた てんがな。 そ 
ぅする-^、 かくれて いた トツ ツアが 出て 来て、 袋の 中を キジを 叩き殺し たてんが G。 
いちが ブ -t;. ンく さがった。 

I - 

ィ . ■ ^ 鶴ピ憩 

を、 あっ 一げ ろ。 ある どこに 看が あったげ ろ。 或る日の こど、 日向ぼう こを している ど 
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ころへ、 鶴が 飛んで 来た。 を こで 幫が鶴 じ ものを 申した。 

「鶴 千年、 趋で 年と 言うて、 お箭は 俺より 子供 だが、 羽根が るる ばっかりに、 手前の 好き 
G ように 空を 飛んで あいている。 俺は で年隹 きても、 お 横がない はっる りに をを もっ ど 
を 飛ぶ こどが できん。 鶴 でん、 鶴 でん、 一つ 頼みが るるが 麗 いては くれ. ミい か。 どうか 頼 
わから 俺を で 上へ 連れて 巧 ごて くれ。」 

を こで、 鶴^ 

「儀、、 どん、 亀 でん、 なじよう も 夭 上へ つれていって やろう。 この 棒を お前の ロで、 しっか 
りく わ： りこれ。 をの 誰を 俺 もく わいて. つれてこ ミミい いかな。 どん けんこと ろ あ 
っても わ 前、 さべって はならん ど。 もしも さべったら、 まっ さかさまに 下へ 落ちて しも， っ 
ぞ」 ど 言うた げろ。 

「をん げん 事は 訳 G S こど だ。 俺は 巧して さべ らん ご i げろ。 

を こで？ 亀は フヮ フ： 一空の 夭 上に 舞い 上っ たげ ろ。 或る 村の 上に かかる ど、 がの 手 

供が 見つけて、 

「巧 だ、 何 だ、 あれは。 鶴ど讀 だい 
ど 騒ぎた てた。 ぶを こで 幫が 、つい 

「りら、、 らんこ どを 言うな。」 ど 言を 相子に、 くわいて いた 棒から 離れて、 まっ さろ 
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さまに 地べたに わち てし もたげろ。 イキが。 ホ] ンど さけた 


0 


^ ホ屋の 漏り  一 
- •ク  ( 

r. 昔、 るった てんがな。 爺 さど 婆 さが ぁって、 馬 一匹 飼って いたど。 或る 寒い 晚 、山の 狼 
が、 この 馬を 货 わう ピ て、 こつを り 忍 びこんで いた。 をう して 爺 さど 婆 さが 話を してし 
るのを 锐 いていた てんがな。 

「ごうぎ 寒い 晚 だが、 こんげ の觀 にや 猿が 山から 出て くる かもし れんろ、 わっ ろな しこ'^ 
だ。 のう、 爺 さ。」 

「す こ、 良なん ぞ はもつ ども わっ かなく はない が、 この 世で いつち わっ かじい もんは、 古 
霞の 漏り だ。'  古屋の 漏り ほど わを ろしい もんは ない」 

おはこれ をき いて、 「この 世の中で 俺 ほど おっかな いもんは だい 户- 思うて いたに、 古 塵の 
馬り がいっ ちわっ かない どは、 一体、 古屋の 漏り どい うのは でんげ。 もんだ ろ。」 どた'"^ 
まげて、 これは この 家に まごまごして いられん わい、 ど 外へ 逃げ出した。 を こへ また どの 
家の 馬を 盗もう どて 馬 盗人が 入ろうと したが、 狼の 逃げ 也す のを 馬た ど 思うて 狼の 耳を 
つかまぇて 馬の りじ 乗った て や。 をう したれば 狼は さぁ 古 崖の 漏りが 儒に 乗り や がった"^ 
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うて、 ぃめ：^-^けて 一散に走り地した。 馬盗 人 は 狼 が ぁ ん ま り ご う ぎ に 走 る の で 、 蕉 っ て ょ 
大麥 だ〜」、 なわ 夏の こど 耳に しっかり つかまっ てい 二。 

をの 中に 巧を 明けて、 よう 見る ィ」 でっ こい 狼に 乗つ ている ので、 このまん まだ ど 養 こつ 
れて しろが v! ら こいつは たまらん 、グーす ぐと び 下りて、 を ばの 巧ん 中へ 入り こんだ。 良 
は 狼で、 ホ 塵の 漏りが 僻の 巧の 中に 入って しまったので これは I ホ 事 だ 猿、 f んの どこへ 相 
談に 行った。 狼が、  、 

I 猿 ど^、 猿 ど^。 わ 带の沉 尾は 一二 十 S ひろを •る VJ いうが、 をの 馬 尾でから まいて、 ホ 1 
の 漏を 穴の 中から 出して くれ。」 ど 言うた ど。 

猿が 言う には、 

「條 のしっ ほな 長くて ふく ホって いがんな いすけ、 ん なして 翰っ こにから がいて、 かつね 
て 来て くれ。」 

それで、 よい さよい さで かつね て、 巧ん V； こへ 来て、 猿が 馬 尾を をろ をろ ど 入れは ねた。 
穴ん 中で な馬繞 人が、 これは 有難い 猿の お 尾 だ ど、 ぶらさがって 力 いっぱ、 こ > っぶり 巧 
した 猿は たん まげて 巧ごう どした ピを 一向 VJ 離さない て や。 をう して 引っぱり 合、 をし 
ている 中に、 S 十一 ニ ひろを ぁった 猿の 屁 尾が、 ブッ！ ンど 根元から 切れて、 今の ように 規 
くな ってし をた て や。 をん 辟に 猿が 真 ホな 顔して 力んだ ので、 今を ホい 類を して、， るが i 
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だ。 そうして 馬 盗人は 巧の ホから 出る ことかで きんかった。 いちが 未— ン。 

7 古 崖の  漏 

あった てんがな。 或る 金 おちの 家で ょい 馬を 貢うた て や。 そこで 馬 嘴が 金は 受取った お、 
馬か槽 しいので、 或る 晚に馬 盗人に 巧った て や。 その 持、 返 も その 馬を 食いに 来て いたて 
や。 そこの 家の 親父 お、 す おを 小便し に 起きた て や。 そしてす 供が、 「この おで 痕 か、 い 
っち おっかな いんだろ うかのし。」 と言うた て や。 ずると 親父は、 「なをに、 あんかいん 
もんなん て 傑ろ まさかりで 頭を たたけす 死んで しもう や。」 と言うて たや。 子供は、 「そ 
いじ や-、 この 蜡で 何が いっち おっかな いんだい。」 ときいた。 そうずる と、 親父は、 「こ 
の 世で がっかない もんは、 米ぶ つの 舌 出しと 古 崖の 滿り だ。」 と言うた。 义 、子供は、 「 
そり やば、 その おっかない 古 崖の もりて や、 どこに いるんだ い。」 ときいた 。親父は、 隣 
の豕 にいら や、 油觀 をず ると、 おらち にち くら や。 隣のと っつ あは どうずり もんで いつも 
ホが なうて、 米び つがを (下) を 出して 化いて いら あ。 雨 か 降る と 古 崖で 家 ホ か 漏ら あ。 
米が つの 舌 出しと 古 崖の 搞ゥ が* いっち おっかない。」 と言うた て や。 狼 かそれ をき いて、 
そんな おっかない 奴 かい ちゃ、 傭 も かなわん と 思うて 逃げ 化 したてや。 馬增 は、 それを 馬 
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だと 思うて、 痕の 上に 乗った て や。 狼は、 こり^ 大麥 だ、 古 崖の 滿が 俺の 背 ホに 乗った と 
思って、 一目散に 逃げ出 したてや。 

この 馬を 逃がして はなる もの かと、 馬 喉は、 狼の 耳を しっかと おさいて 乗って いた. て や 

さて、 巧が 明けて 是 ると、 おっかない 狼だった ので、 馬 喉は どうして 逃げようかと 思う 
ている と、 ちいん この ほぐら 堂 かあった て や。 そこで 馬 噫は 狼から とび 下りて その ほぐら 
堂に 逃げ込ん だて や。 狼は、 •古 崖の， 顧が ほぐら 堂に入った と 思うて、 早速、 山の けだ もん 
を 集めて 大 相談 したてや。 

「こんげ の おっかない もんが、 この 山に い ちゃ、 我々 共は 楽々 していら れん。 くじを ひ 
いて 当った もんが、 この ほぐら 堂の ホの 古 崖の 減を よくを 届ける ことにしよう。」 と言う 
たて や。 兎が】 番 くじに 当った。 そこで 巧は 堂 様の 格子の ホへ お 尾を っっこんで なでまわ 
したと ころが、 馬 噫は 兎の お 尾を しっかりと おさいて しもた。 そこで 兎は 馬鹿力を 出し 
て 引っぱったら、 沉 尾が 切れて、 おまけに 前に つんの のった。 そうして ロ か 割れて 一二つ ロ 
になって 物を 言う ことが 出来 なくなって しもた て や。 

猿 か 二番く じに 当った て や。 

袁か恪 子の ホへ お 尾を 入れて なでまわ すと、 义 、馬 唆が しっか 0 とつか まった て や。 緩 
ぇ 驚いて、 でっ こい 声で キヤ ツキ ヤツと 言って おっかなかった て や。 
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そこで、 山の ホ おもん は、 みんな おっかな かって 逃け てし もたて や.。 猿は まずまず 力を 
入れて 庇 尾を 引っぱる と、 根本から 切れて、 屍 餅を ついた。 その 巧 子に 屁の 皮が むけて 真 
ホに なった。 それから 猿は 尾 もな く、 沉か真 ホに なった て や。 猿は あんま n おっかなくて 
卡の 上に 逃け 上って しま.- った。 馬唤は 漸く 堂 様から 出る ことか 出来た 力、 惡 いこと をし よ 
うとした ミっ かりに、 命を S 年 も ちぢの たような 思いが して、. 悪い ことて やならない もん 
だと 思うた て や。 いきう ホ^ ~ ン とさろ つた。 

鬼 の 面 

昔、 あったて や。 或る 村に あ 作 どん どい ぅ 家が あったて や。 を この 家には ッ アッ ア ども 
、さ^どい ぅ舆の 子の 二人" かりで、 毎日、 たきをん を 町に 売りに 巧って は 米を 買って 暮 して 

r こ 0 

/V  f 

、マ、 

或る日の こど、 いつをの よぅに、 もさ じは たき もんを ぶて 町へ 巧つ たて や。 店のを の 面 
がな しくな って 買つ てし まったら、 もぅ ホを 賞ぅ 銭が なくなっ た。 

衆へ 帰って、 ッ アッ アが 米を 買って 来た かど 言われた ので、 鬼の 面を 出 したてや。 ッア 
ッア はおって、 「お前の よぅな もんは 家に わかん。 をの 面を おって、 で こへ でも 巧く がい 
い。」 ど 言われて 家を かん'' とぅされ たて や。 
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^ もじは 化すがない ので、 家を 出た。 をの ホ じがに なった ので、 ある お宮の 二階に 泊っ 

ていた。 をの ホに、 「今晚 は」 なで ど 大勢の 入が カヤ カヤ 集 クて来 广てや もさ^(  i 

.で、 巧 だ ミ ど 不—に 思ぅ ていたて や。. するど、 「たいだ 集. ったから 始 ミぅ 一'」、 ど 

言いが して、 勝負 ザ ラ ゾラ、 勝 台 ザ ラグう どい ぅ 声 どを がず るてんが な。 さては 俺を しょ 

がする S かビ 、•カタ •カタ ふるい ごた て や。 ま. た S •カラ ザ •ラ ど始 。たので、 をの 面を か 

ぶって 二っを り 君 出を ぅど 下へ 等たら、 ばく も ニき はたん 系て、 金を みんな わっ ぶ 

して 逃げて しも ミで い^りは をの 金を 宅、 家へ 帰っ たて や t もや ぼっ こり 

♦ ♦ • 


韓 
道 


0 每ど 


ど 


ん び 


昔、 巧つ た ミ、 どんび は甜崖 (をめ え 崖) なので、 或る S •烏が 穎んだ で ゃ。？ ん 
びの 着物 ミう に、 きれいな がむ をつ けて 養て くれ。」 ど ニろ が、 どんび は 望つ て 烏 
の 看 物を i に 著て」 も ¥ ち をれ から 烏 ど どんび は 仲が f ミ S 何 力 ど い う ど 
すぐ じ喧嗦 する のだて や。. をれ で、 子供が、 どんび ど 烏を a る ど， 

「烏の 眷 物は 榮染だ  • 

.どんび の 着物け かた ばつ か だ」 . . 

ど 歌う がて や。 いきが 木— ソど さが ク た。 
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